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棟
内
炭
坑
の
-
官
替
と
そ
の
梯
下
げ

水

野

五

長日

ま

え

が

き

て
官
営
若
手
に
蕊
る
事
情

ご
、
新
技
術
の
導
入

一
一
一
、
労
働
者
及
び
労
働
諸
条
件

問
、
経
営
の
縁
状
滋

五
、
脱
内
炭
坑
の
払
下
げ

結

び

rフ
0
0
 

ま

お.

'/J. 

き

我
留
に
於
け
る
産
業
資
本
の
発
展
は
幕
末
に
至
る
迄
、
緩
め
て
幼
弱
な
段
階
に
止
ま
っ
て
お
り
、
他
方
、
殺
界
の
先
進
資
本
主
義
国
は

当
時
す
で
に
自
由
主
義
よ
り
帝
国
主
義
の
段
階
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
明
治
維
新
の
変
革
そ
の
も
の
も
、
か
か
る
外
的
要
因
に
大
き

く
作
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
維
新
の
結
果
成
立
し
た
明
治
政
府
の
緊
急
の
課
題
は
、
こ
の
立
ち
遅
れ
を
急
速
に
回
復
し
資
本
主
義
の
確
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腕
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

立
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は

一
般
的
な
資
本
関
係
形
成
の
諮
提
諸
条
件
の
創
出
過
程
を
促
進
す
る
の
み
な
ら
ず
、

か
く
て
明
治
政
府
は
み
。
す
か
ら
率
先

し
て
近
代
的
工
場
を
創
設
し
、
鉱
山
を
開
発
し
、
交
通
運
輸
機
関
の
整
備
を
お
こ
な
い
、
或
い
は
ま
た
特
殊
な
保
護
を
加
え
て
私
的
企
業

に
先
進
諸
国
ま
り
近
代
的
な
諸
産
業
を
輸
入
し
、

こ
れ
を
保
護
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

の
育
成
を
は
か
る
な
ど
、
語
大
な
財
政
支
出
を
投
じ
て
近
代
的
諸
産
業
の
輸
入
・
保
護
・
育
成
政
策
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

特
に

の
産
業
部
門
に
わ
た
る
多
く
の

の
工
場
・
鉱
山
は
、
所
謂
模
範
ヱ
場
と
し
て
近
代
的
諸
成
業
の
移
植
の
た
め
に
誼
援
問

接
の
寄
与
を
な
す
と
こ
ろ
多
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
や
が
て
維
新
当
初
よ
り
政
府
と
持
殊
な
関
係
を
有
し
、
そ
の
特
権

的
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
所
謂
政
弱
た
ち
に
根
め
て
低
廉
な
価
格
で
払
下
げ
ら
れ
、
日
本
資
本
主
義
の
形
成
に
大
な
る
役
割
合
}
果
し

た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
当
時
の
官
営
鉱
山
の
プ
た
る
幌
内
炭
坑
を
取
り
上
げ
、

そ
の

の
当
初
よ
り
払
下
げ
に
至
る
開
の
諸
政
態
を
考
察
し
、

こ
の

- 86-

こ
と
を
通
じ
、
明
治
政
府
に
よ
り
強
力
に
推
進
さ
れ
た
近
代
的
諸
産
業
の
輸
入
・
保
護
・
育
成
政
策
の
石
炭
鉱
業
に
於
け
る
具
体
的
進
展

の
実
態
宏
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
明
治
初
期
の
我
国
石
炭
鉱
業
の
欣
態
に
関
す
る
一
資
料
を
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
概
括
的
に
の
み
取
扱
わ
れ
、
各
産
業
部
門
に
つ
い
て
の
実
託
的
研
究
は
比
較
的
顧
み
ら
れ

の
意
義
の
存
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

る
こ
と
少
な
か
っ
た
点
よ
り
、
本
稿
に

一
、
官
欝
着
手
に
至
る
事
構

幌
内
炭
坑
は
北
海
道
空
知
郡
に
所
在
し
、
現
在
な
お
北
海
道
炭
磯
汽
船
株
式
会
社
の
主
要
炭
坑
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
の
炭
麗
の
発
見

は
明
治
一
万
年
石
狩
の
住
民
木
村
吉
太
郎
が
幌
内
附
近
に
木
材
伐
採
に
赴
い
た
際
、
偶
々
炭
層
の
露
頭
を
発
見
し
、

そ
の
何
物
で
あ
る
か
を

知
ら
ぬ
ま
ま
、

翌
年
片
塊
を
持
ち
帰
っ
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
島
松
の
猟
師
紺
野
松
五
郎
が
そ
の
石
炭
な
る
こ
と
を
認



め
、
明
治
四
年
構
内
に
赴
き
、
炭
塊
数
値
を
持
ち
帰
り
開
拓
伎
に
提
出
し
た
が
、
そ
の
時
は
開
拓
伎
で
調
査
を
行
う
迄
に
室
ら
な
か
っ

た
ο

次
い
で
明
治
五
年
札
幌
の
住
民
早
川
長
十
郎
は
さ
き
の
発
見
の
こ
と
を
聞
き
、
幌
内
に
赴
い
て
炭
塊
を
持
ち
帰
り
、
横
内
の
欣
況
を

開
拓
使
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
開
拓
使
出
仕
で
あ
っ
た
榎
本
武
揚
が
そ
の
朕
況
を
聴
取
し
、
提
出
さ
れ
た
石
炭
を
分
析
せ
し
め
た
と

こ
ろ
、
高
島
炭
坑
産
の
石
炭
と
同
程
度
の
良
質
の
も
の
で
あ
る
e

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

か
か
る
諸
政
策
の
一

北
海
道
に
於
け
る
近
代
的
諸
産
業
育
成
政
策
の
担
当
者
で
あ
っ
た
開
拓
使
は

と
し
て
、
明
治
六
年
以
降
、
一
履

米
人
技
師
ラ
イ
マ

γ
、
助
手
マ
ン
ロ
ー
ら
に
全
道
の
地
質
鉱
物
調
査
を
行
わ
し
め
た
が
、
院
内
に
つ
い
て
は
明
治
六
年
七
月
一
ブ
イ
マ
ン
ら

が
そ
の
附
近
を
調
査
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
翌
七
年
四
月
に
は
幌
内
の
炭
層
位
霞
及
び
炭
層
聞
の
石
隠
の
性
質
等
を
調
査
し
、
マ
シ
ロ

ー
は
石
炭
の
分
析
を
行
い
、
更
に
明
治
八
年
間
尽
に
も
一
円
び
調
査
測
量
を
行
い
、
同
時
に
幌
内
よ
り
幌
内
太
に
至
る
鉄
道
路
線
を
も
測
量

じ
て
い
る
。
以
上
の
調
査
の
結
果
か
ご
ブ
イ
マ
シ
は
明
治
九
年
九
月
に
至
っ
て
、
報
告
書
と
し
提
出
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
炭
層
所
在

の
区
域
を
約
二
百
十
万
坪
と
算
定
し
、
炭
層
は
七
熔
で

埋
減
量
は
一
億
屯
に
上
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
一
史
に
採
掘
し
た
石
炭
の
運
搬
路
と
し
て
は
幌
内
よ
り
幌
向
太
迄
は
鉄
道
に
よ
り
、
幌
向
太

よ
り
幾
春
加
川
を
経
て
石
狩
河
口
に
舟
運
し
、
更
に
海
路
小
樽
港
に
輸
送
す
る
経
路
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
明
治
六
年
九
月
に
開
拓
使
顧
問
ケ
プ
ロ
シ
は
一
プ
イ
マ
ン
の
第
一
回
調
査
の
際
の
報
告
に
薬
品
目
¥
開
拓
使
長
官
黒
田
清

降
に
対
し
、
慌
内
炭
坑
の
短
め
て
有
望
な
る
旨
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
ラ
イ
マ
シ
、
ケ
プ
ロ
シ
ら
の
報
告
は
必
ず
し
も
官
営
勺
開
坑

尺
三
寸
よ
り
五
尺
八
寸
に
わ
た
り
、
海
部
水
準
下
四
千
尺
迄
算
入
す
れ
ば
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採
掘
を
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
日
フ
イ
マ
ジ
の
如
き
は
明
治
八
年
五
月
に
幌
内
官
営
の
計
画
の
あ
る
こ
と
を
知

り
、
書
簡
を
開
拓
使
の
調
所
、
安
田
両
事
務
官
に
送
り
、
宮
営
の
不
可
な
る
替
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
開
拓
使
が
す

で
に
こ
の
頃
よ
り
幌
内
炭
坑
の
官
営
計
磁
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
同
じ
く
明
治
八
年
五
月
、
開
拓
佼
五
等
出
仕
大
鳥
去
介

そ
の
開
坑
最
適
な
る
留
を
報
告
し
、
間
年
六
月
に
は
長
官
黒
田
凶
み
ず
か
ら
視
察
を
行
っ
て
お
り
、
更
に
明
治
九

に
線
内
の
調
査
に
赴
き
、

経
済
学
研
究

九



焼
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
。
け

水
野

円。一v

年
八
月
に
は
参
議
伊
藤
博
文
、
山
県
有
崩
が
同
地
を
視
察
し
て
お
り
、

い
る
。

ま
た
こ
の
頃
よ
り
幌
内
、
螺
内
太
間
の
道
路
間

が
行
わ
れ
て

が
提
出
さ
れ
、
開
拓
伎
は
大
書
記
官
山
内
提
雲
ら
に
炭
坑
開
発
計
画
の
立
案
を
命
じ
、
そ
の

結
果
、
明
治
十
低
十
二
月
に
至
り
煤
間
関
採
見
込
書
が
作
成
さ
れ
た
。
開
拓
使
長
官
黒
沼
は
こ
れ
に
基
き
、
明
治
十
一
年
一
一
一
月
、
官
営
に

明
治
九
年
に
ラ
イ
マ
シ
の
正
式
のす

で
に
幕
末
に
幕
府
が
開
坑
し
、
維
新
後
開
拓
使
が
間
引
継
い
で
経
営
し
て
い
た
岩
内
〈
現
在
の
茅
沼
)

炭
坑
の
改
良
の
計
画
を
太
政
大
臣
宛
に
提
出
し
、
そ
の
資
金
百
五
十
万
円
の
別
途
支
出
を
求
め
た
。
ま
た
問
時
に
石
炭
開
採
手
続
取
調
掛

か
}
開
拓
使
東
京
出
設
所
内
に
設
置
し
、
官
営
準
備
の
事
務
を
開
始
し
た
。

よ
る
幌
内
炭
坑
の
開
坑
採
掘
と
、

明
治
十
一
年
五
月
に
五
り
、
さ
夫
、
の
開
発
資
金
別
途
支
出
が
決
定
し
、
当
時
発
行
さ
れ
た
起
業
公
債
に
よ
る
恭
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
起
業
公
伎
は
「
運
輸
交
通
ノ
使
ヲ
開
キ
殖
産
興
業
ノ
発
達
ヲ
図
ル
」
資
金
に
当
て
る
目
的
で
明
治
十
一
年
募
集
さ
れ

た
も
の
で
、
政
府
は
こ
れ
に
よ
り
一
千
万
円
の
資
金
を
得
て
、

山
開
発
等
の
資
金
に
当
て
た
の
で
あ
り
、
幌
内
炭
坑
及
び
そ
の
石
炭
輪
送
の
た
め
の
幌
内
鉄
道
と
岩
内
炭
坑
の
官
営
の
た
め
の
支
出
は

ら
こ
の
起
業
基
金
よ
り
支
弁
さ
れ
た
。
最
初
、
幌
内
炭
坑
関
坑
採
掘
費
、
、
幌
内
鉄
道
建
設
費
、
岩
内
炭
坑
改
良
費
合
計
百
五
十
万
円
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
鉄
道
路
線
の
変
更
等
の
事
情
に
よ
り
予
定
額
を
超
過
し
、
明
治
十
一
年
よ
り
間
十
八
年
造
に
幌
内
炭
坑
二
十

と
し
て
各
地
の
築
港
、
道
路
及
び
疏
水
間
撃
、
鉄
道
敷
設
、
鉱

-88-

一
万
九
千
八
十
六
円
余
、
間
関
内
鉄
道
夜
間
十
三
万
五
百
三
十
七
円
余
、
岩
内
炭
坑
十
五
万
五
千
五
百
四
十
一
円
余
、
合
計
百
八
十
万
五
千

官
四
十
六
円
余
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

が
決
定
を
み
た
の
で
、
開
拓
伎
は
明
治
十
一
年
ト
丹
、
札
幌
本
庁
内
に
煤
間
関
採
事
務
掛
を
置
司
会
、
、
米
人

ゴ
ワ
ジ
ョ
ヲ
、
ダ
ク
ス
、
突
入
パ

ν
l
、
関
人
フ
ァ
ン
・
グ
γ
ト
ら
の
外
人
技
術
者
全
履
入
れ
、
道
路
開
議
、
鉄

道
路
線
の
測
量
を
行
い
、
明
治
十
二
年
十
一
一
月
よ
り
小
樽
が
ら
の
鉄
道
敷
設
及
び
幌
内
の
坑
道
関
畿
の
準
備
に
若
手
し
た
J

か
く
て
、
幌
内
炭
坑
の

ク
ロ

1
フ
オ
ー
ル
ド
、



川
w

多
緩
尾
市
明
山
部
編
「
北
海
道
鉱
山
岬
暗
記
」
八
五

i
八
六
賞
。

問
、
同
大
識
省
編
「
開
拓
使
事
業
報
管
」
第
一
一
一
編
、
六
七
六
i
i
六
七
七
官
民
戸

川
向
「
栴
刷
機
北
海
道
由
民
」
第
一
一
一
治
、
五
四
八
一
良
。

同
州
北
海
道
炭
鉱
汽
船
株
式
会
社
繍
「
五
拾
年
史
」
八
一
良
。

樹
「
新
撰
北
海
滋
史
」
第
六
袋
、
九
一
一
一
真
。

的
「
:
・
者
シ
政
府
ニ
テ
箸
乎
ス
ル
肱
吋
円
、
英
事
務
ヤ
際
坑
ノ
薬
品
Y

夕
、
或
ハ
会
ク
知
ラ
ザ
ル
官
民
ノ
予
二
絡
ん
事
殆
ド
止
ヲ
得
ザ
ル
者
ユ
シ
テ
、
仮
令

業
人
物
性
笈
方
正
ナ
ル
モ
、
機
ス
ル
-
一
公
金
ヲ
取
扱
ア
己
レ
ガ
材
ノ
如
ク
厳
密
ユ
ハ
奈
ラ
ザ
J

ル
者
也
。
本
使
今
日
迄
工
業
ヲ
怒
λ

-

一
就
テ
実
験
ア
一
7

ン

本
佼
ノ
由
吉
岡
氏
ト
イ
へ
共
、
品
品
等
ノ
事
ニ
渓
テ
ハ
、
相
門
レ
ノ
国
三
官
等
シ
キ
人
間
ノ
性
笈
一
一
サ
ホ

y
緩
F
9
F
市
サ
ハ
ア
ル
マ
ジ
。
余
此
放
-
一
護
、
、
、
恭
シ
ク

刷
、
問
、
神
「
開
拓
使
卒
業
報
告
」
第
一
一
一
編
、
六
七
七
頁
Q

M
仰
向
宕
品
品
目
、
六
八

O
支
。

間
「
新
機
北
海
道
史
」
第
一
一
-
袋
、
五
四
間
資
。

仙
川
「
関
拓
耐
院
事
業
制
抑
止
日
」
第
一
一
一
編
、
六
八

O
真。

幽
e

「
開
明
治
財
政
史
」
第
八
袋
、
一
一
一
一

O
官民。

回
同
右
品
会
、
第
一
袋
、
八
九
九
真
。

腕
隠
志
議
、
九

O
O
真。

間
「
開
拓
佼
卒
業
報
告
」
第
一
一
一
紙
、
六
八
一
一
氏
。

棚
田
内
右
4
4

閥
、
六
八
一
一
頁
。
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師
向
内
炭
坑
の
や
口
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

ニ
、
新
技
街
む
導
入

I 

幌
内
銭
議
の
建
設

幌
内
炭
坑
の
関
筑
に
当
っ
て
、
道
路
及
び
運
輸
手
段
の
全
く
整
備
さ
れ
て
一
い
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
採
掘
せ
る
石
炭
の
輪
送
の

方
法
が
ま
ず
考
躍
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ラ
イ
マ

γ
は
さ
き
の
報
告
で
石
炭
の
運
輸
路
と
し
て
、
幌
内
、
焼
肉
太
間
は
鉄
道
に
よ

り
、
そ
こ
か
ら
舟
濯
で
幾
春
別
川
、

る
案
を
述
べ
て
い
る
が
、
開
拓
使
も
最
初
は
こ
の
案
に
従
う
予
定

で
、
明
治
十
一
年
十
一
月
に
は
大
書
記
官
山
内
提
雲
ら
に
幌
内
よ
り
石
狩
川
に
か
け
て
の
視
察
を
行
わ
し
ハ
旬
、
更
に
明
治
十
二
年
一
月
に

は
石
狩
川
沿
岸
田
額
所
に
測
水
擦
を
設
け
て
測
量
を
行
い
、
間
年
一
一
一
月
に
は
米
人
技
師
ク
ロ
オ
フ
オ
ー
ル
ド
ら
に
幌
内
、
瞬
向
太
間
の
線

路
予
定
地
を
測
量
せ
し
め
、
更
に
向
年
五
月
に
は
関
人
技
師
プ
ア
ジ
・
グ
ン
ト
ら
に
石
狩
河
口
よ
り
茨
一
戸
に
至
る
間
の
測
量
を
行
わ
し
め

て
い
る
。

お
狩
川
を
経
て
海
路
小
樽
に
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こ
れ
ら
の
測
量
の
結
果
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

ク
ロ
オ
フ
ォ
ー
ル
ド
は
石
狩
川
の
舟
運
は
冬
期
の
凍
結
や
石
炭
の
積
換
え

の
不
利
が
あ
り
、
む
し
ろ
鉄
道
を
延
長
し
て
江
別
、
札
幌
を
経
て
小
樽
子
宮
に
至
る
経
路
を
と
る
方
が
有
利
で
あ
る
と
の
意
見
を
提
出

し
た
。
明
治
十
一
一
年
十
二
月
に
歪
り
、
こ
の
意
見
が
採
用
さ
れ
、
幌
内
・
手
官
関
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
資

金
増
額
も
認
め
ら
れ
た
の
母
、
直
ち
に
小
樽
方
面
よ
り
線
路
の
測
量
に
妻
γ
す
る
と
共
に
、
ク
ロ
オ
フ
ォ
ー
ル
ド
を
米
国
に
派
遣
し
て
機

関
車
、
機
械
類
の
購
入
に
当
ら
し
め
、
翌
十

時
に
軌
道
の
敷
設
を
開
始
し
た
。
か
く
て
開
年
十
一
月
に
は
乎
宮
・
札
暁
閥
、
翌
十
四
年
六
月
に
は
札
顎
・
江
別
問
、

一
月
よ
り
躍
進
の
関
撃
に
着
手
し
、

同
年
七
月
米
国
に
注
文
し
た
機
械
類
の
到
着
と
向

は
江
別
・
暁
内
閣
の
ヱ

が
夫
々
完
成
し
、

十
五
年
十
一
月
に

こ
こ
に
幌
内
よ
り
手
官
に
至
る
延
長
九
十
粁
余
の
鉄
道
は
全
通
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
鉄
道

敷
設
と
同
時
に
諸
相
手
し
た
手
官
桟
橋
も
完
成
し
、
船
摘
を
繋
留
し
て
貨
物
の
積
卸
し
が
可
能
と
た
り
、

こ
れ
に
よ
り
鉄
道
で
小
樽
へ
輸
送



《

9
d

さ
れ
た
石
炭
山
い
こ
こ
か
ら
霞
ち
に
船
積
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ら
ず
、 相
悦
内
鉄
道
は
幌
内
炭
の
輸
送
を
註
援
の
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
果
し
た
役
割
は
単
に
石
炭
輸
送
の
み
に
止
ま

そ
の
開
通
以
来
輸
送
さ
れ
た
貨
物
、
旅
客
は
年
を
逐
う
て
璃
加
し
、
そ
の
後
に
於
け
る
北
海
道
開
拓
の
進
展
に
大
ぎ
な
寄

を

な
し
た
。ω、

印
「
関
妬
俊
卒
業
報
告
」
第
一
一
一
編
、
六
八
O
真。

防
、
帥
同
右
議
、
六
八
一
賞
。

間
「
新
機
北
海
道
由
民
」
第
一
一
一
念
、
五
六
八
.
及
。

川
町
、
的
関
仲
間
使
煤
限
努
務
掛
編
「
脱
出
門
鉄
道
実
施
機
況
」
間
賞
。

樹
「
新
撰
北
海
滋
市
民
」
第
一
一
一
港
、
光
七
一
文
。

仙
川
「
腕
内
鉄
道
実
施
機
況
」
rH
一叉。

神
「
小
磯
市
出
足
稿
本
」
第
一
一
粉
、
一
一
…
七
iee
一
一
一
八
一
一
…
支
の
諸
表
参
照
。
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II 

採

茨

技

術

幕
末
に
至
る
迄
の
我
国
石
炭
鉱
業
の
採
炭
技
術
は
米
だ
極
め
て
幼
稚
な
段
階
に
あ
り
、
関
坑
に
先
だ
っ
て
炭
援
の
諸
朕
態
、

壊
滅
量
等

の
検
討
を
行
う
こ
と
な
く

よ
り
註
ち
に
坑
道
を
炭
居
中
に
掘
り
入
れ
る
か
、
或
い
は
緩
く
浅
い
竪
坑
を
問
問
撃
し
て
炭
層
に
達
し
、

ま
た
坑
道
の
周
屈
を
不
規
閣
に
掘
り
取
る
所
謂
「
狸
掘
り
」
と
称
す
る
採

そ
の
規
模
も
竪
坑
底
よ
り
十
関
内
外
の
石
炭
を
採
掘
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
捺
炭
用
具
と
し
て
は
鶴
鳴
及

改
鍬
が
専
ら
用
い
ら
れ
、
坑
内
運
搬
は
寵
を
入
力
で
引
を
出
す
方
法
に
よ
り
、
照
明
に
は
螺
燈
を
用
い
、
週
間
内
は
帝
都
ら
自
然
通
風
の
み
に

頼
り
、
排
水
に
は
釣
瓶
か
緩
く
原
始
的
な
明
博
を
使
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
扶
懇
で
あ
っ
た
。
幕
末
に
至
っ
て
高
島
、
一
一
一
池
等
の
藩

そ
こ
か
ら
炭
問
問
中
に
坑
道
を
掘
進
し
て
掘
進
面
よ
り
採
炭
し
、

決
方
式
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、

経
済
民
一
研
究

ブL



線
内
政
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

営
炭
坑
で
は
洋
式
の
採
炭
法
が
採
用
さ
れ
、
相
当
な
規
模
の
竪
坑
及
び
斜
坑
が
開
墾
さ
れ
、
採
炭
方
式
も
裕
々
秩
序
立
っ
た
も
の
が
採
用

合
れ
た
が
、
一
般
の
民
間
炭
坑
で
は
、
維
新
後
の
明
治
十
年
頃
に
、
最
も
発
達
し
た
筑
設
地
方
で
も
、
な
お
「
狸
掘
り
」
方
式
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
採
炭
技
術
と
比
較
し
て
、
幌
内
に
於
て
実
施
さ
れ
た
諸
技
術
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
以
下
順
作
品

追
う
て
み
て
行
こ
う
。

a5l側(防側同

「
開
明
治
工
業
史
」
鉱
業
鏡
、
セ
問
真
。

螺
俊
と
は
栄
螺
等
の
員
数
に
泊
を
入
れ
、
燈
札
配
合
問
し
た
も
の
。

議
機
正
明
刀
「
徳
川
後
期
筑
前
地
方
長
け
る
芸
鉱
若
震
」
社
会
経
済
史
学
、
第
一
一
一
袋
、
第
一
一
号
、
正
八

1
2文。

例
え
ば
一
一
一
池
炭
坑
で
は
安
政
一
一
年
に
一
一
一
段
一
一
…
十
尺
の
斜
坑
が
開
制
接
さ
れ
た
。
「
開
明
治
工
業
史
L

鉱
業
綴
、
七
五
頁
ω

「
努
篠
田
山
琢
磨
伝
L

上
袋
、
一
一
七
頁
。

(1) 

採
炭
計
画
及
び
坑
道
の

一月一

幌
内
炭
坑
の
開
坑
に
当
つ
て
は
、
既
に
行
わ
れ
た
ラ
イ
マ
シ
ら
の
数
次
の
調
変
に
加
え
て
、
誕
に
米
人
技
師
ブ
ウ
ノ
ジ
ョ
ワ
ら
に
よ
り
炭

層
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
測
量
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
い
て
採
炭
計
画
が
立
て
ら
れ
円
問
。
開
坑
後
に
も
、
明
治
十
三
年
六
月
以
降
、
ド
ム

部
省
技
師
山
際
、
氷
五
口
ら
に
よ
り
詳
細
な
測
司
法
が
行
わ
れ
、
山
泌
総
の
一
的
夜
、
傾
斜
、
定
向
、
炭
質
、
諸
行
財
の
政
態
、
断
Mm
の
朕
慾
等
が
よ

訂り
正明
さら
れ〈か
たさと
。な

り

二
十
余
の
絞
殺
の
中
で
、
採
掘
可
能
な
も
の
は
悶
M
M
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
史
に
ラ
イ
マ
ン
の
測
量
の
誤
り
も

採
炭
計
画
は
最
初
主
と
し
て
米
人
技
師
ゴ
ヲ
ジ
ョ
ヲ
に
よ
り

Z
-
1
こ

3

d
C
A
d
J
J
ふ

μ

こ
れ
に
よ
る
と

(

判

》

ま
ず
所
謂
竪
入
坑
道
(
ク
ロ
ス
-
A
H

ッ
ト
)
の
方
式
に
よ
る
坑
道
を
開
墾
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
十
二
年
十
二
月
に
農
工
し
た
「
大
坑
道
」
又
は
「
本
坑
」
と
呼
ば

れ
る
坑
道
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
翌
十

一
月
よ
り
本
格
的
に
掘
進
を
行
っ
た
が
、
当
初
の
予
定
は
延
長
二
千
三
百
尺
、
一
一
J

笥
年
で
完
成



を
目
標
と
し
、

炭
問
問
鞍
状
回
北
側
よ
り
、
坑
口
よ
り
千
五
百
尺
は
雨
入
度
東
、

年
二
月
に
四
番
層
、

そ
の
後
は
南
二
十
五
度
東
の
方
向
に
掘
進
し
、
明
治
十
五

二
十
年
十

十
七
年
十
一
月
に
一
一
一
番
層
、
十
八
年
一
月
に
二
番
隊
、
間
年
十
二
月
は
一

月
末
迄
に
そ
の
延
長
二
千
九
尺
余
に
達
し
た
。
こ
の
坑
道
で
は
掘
進
し
て
炭
層
に
達
す
る
と
、

要

明治16年 2月休坑

l明治17年II)H*坑

主面

域 i投開墾状況

62.0 

623.ヲ

873.8 

516.6 

関坑与三月

第 1重量

名

犬坑道

東一番i皆謄坑

間一番?身勝坑

東コ番漁港坑

問コ番i校長手坑

束三番?佐高5・坑

阿三番?骨庖・坑

土:Ji:

抗

経
済
学
研
究

九

道

明治16年6月休坑

明治16年6月休坑

の
夫
々
西
北
側
に
達
し
、

そ
こ
か
ら
左
右
に
炭
層
に
沿
っ
た
採
決

明治19~8 月休筑

明治20~4 月休坑

I ij併合町月例

明治16年7月休坑

212.1 

827.0 

230.0 

2254.1 

グ 15グ 8ゲ

グ 18グ10グ↓

グ 15グ9グ|

グ 15グ iグl

グ 18グ10グ(

グ 18グ10グ|

東一番i仔港紙 グ 15ゲ 4グ

総! グ 犠暦坑(グ 15グヲグ

|同一番沿廃坑!グ 14グ9ゲ l

lグ蹄坑
ノ; グ第コ坑

東二番i脅溶き記

阿コ番i投勝坑

束三三番i俊足量坑

間三番i皆島幸坑

グ 15グ 6ゲ

グ 15ゲ 4グ

1/ 14グ 9グ

グ 15グ4グ

グ 19グ iグ

グ 15グ4グ

グ 15グ7グi

沢

東一守幸治暦坑

東コ番?持暦筑

間コ番i段暦坑

束三若手沿海坑

グ 綾耳華坑

間三者宇治理事坑

V 横車華坑

本

沢

多様尾忠喜j)総司七海道鉱山略記J94~96頁より作成。〔備考〕
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幌
内
炭
坑
の
官
料
品
と
そ
の
払
下
げ

水
野

準
備
拭
道

所
謂
…
出
版
坑
が

さ
れ

門
部
v

明
治
二
十
年
迄
に
六
個
の
沿
層
筑
が
開
か
れ
た
。

他
方
、
明
治
十
四
年
六
月
に
工
部
省
履
突
入
技
師
ポ
ッ
タ
ー
が
幌
内
を
視
察
し
、

大
坑
道
以
外
に
炭
層
露
関
か
ら
誼
擦
沿
回
坑
を
開
坑

撃す
しハべ
予こむを
b 
日

の

に
従
っ
て
滝
ノ
沢
、
本
沢
の
炭
層
蕗
面
に
そ
れ
ぞ
れ
数
鱒
の
治
腐
坑
を
開

は
大
坑
道
水
準
百
八
十
尺
、
傾
斜
距
離
五
百
五
十
尺
以
上
、
本
沢
で
は
大
坑
道
水
準
九
十
四
尺
、
傾
斜
距
離
一
一
一

百
尺
以
上
の
石
炭
採
掘
を
目
的
と
し
、
前
者
で
は
大
坑
道
の
楚
炭
に
な
お
日
時
を
要
す
る
炭
層
鞍
扶
東
南
側
に
も
沿
層
坑
が
聞
か
久
的
。

を
述
べ
た
の
で

同
年
八
月
よ
り
そ
の

ノ
沢
の

明
治
二
十
年
十
月
に
於
け
る
各
泊
料
m
坑
の
限
況
は
第
一
表
の
知
く
で
あ
る
。

同
域
内
の
各
沿
層
坑
は
高
さ
六
尺
、
幅
九
尺
で
共
に
復
線
の
軌
道
を
敷
設
し
、
滝
ノ
沢
及
び
本
沢

の
各
沿
溜
坑
は
高
さ
五
尺
、
幅
五
尺
で
単
線
の
軌
道
を
敷
設
し
て
あ
っ
た
。
ま
た
大
坑
道
は
概
ね
岩
石
摺
中
を
掘
進
し
た
が
、
掘
翠
用
具

が
使
用
さ
れ
た
。
ま
た
爆
裂
薬
に
よ
る
発
破
も
行
わ
れ
た
よ
う

大
坑
道
は
高
さ
七
尺
、
幅
九
尺
で
、
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に
は
撃
が
用
い
ら
れ
た
外
、
明
治
十
五
年
よ
り
形
式
不
明
の

で
あ
る
。

側
北
海
道
庁
一
総
「
北
海
道
鉱
床
調
査
報
文
」
八
八
資
。
「
関
桁
使
ぶ
梁
報
告
」
第
一
一
一
紙
、
六
八
一
一
良
。

間
「
北
海
道
鉱
床
調
査
報
文
」
八
一
一
l
i
八
六
一
良
。

胸
刷
物
人
(
縦
入
叉
は
立
入
と
も
会
く
)
坑
遂
と
は
決
尽
に
到
迭
す
る
た
め
に
、
山
政
よ

p
水
平
に
掘
迭
し
て
、

饗
さ
れ
る
坑
道
で
、
採
決
は
坑
逃
が
決
勝
を
吹
い
た
古
川
か
ら
別
に
治
経
咋
引
を
開
い
て
行
わ
れ
る
。

間
多
総
尾
、
前
抑
制
議
、
八
八

i
九
一
支
。

繊
同
治
勢
、
九
一
一
一

i
九
四
頁
。

制
「
開
拓
使
挙
淡
却
抑
止
日
」
第
一
一
一
編
、
六
八
一
一
一
真
。

仰
多
縦
岡
地
、
抽
出
扱
舎
、
九
五
1
九
七
真
。

間
関
右
番
、
九
九
頁
。

州
問
稿
本
「
焼
肉
炭
坑
」
(
一
一
…
笠
町
、
供
協
同
外
士
口
氏
織
、

引
成
田
府
を
次
今
に
旋
品
月
に
賞
〈
よ
う
に
関



世時

多
総
問
地
、
前
橋
書
、

一
O
一
頁
Q

。)

採

炭

方

式

各
沿
廃
坑
に
は
通
風
の
た
め
に
、
そ
の
ニ
十
尺
程
度
上
方
に
平
行
に
横
風
域
と
称
す
る
坑
道
が
開
墾
さ
れ
、
横
風
坑
の
上
部
の
山
政
府
に

ハ
出
，
d

つ
い
て
採
掘
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
擦
に
横
風
坑
上
部
よ
り
・
麗
ち
に
採
掘
し
、
一
二
百
尺
乃
五
五
百
尺
上
部
迄
上
向
ぎ
に
採
炭
す
る
方
法
と
、

坑
道
上
部
の
炭
躍
を
二
段
に
思
切
っ
て
採
掘
す
る
方
法
と
が
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
に
は
、

程
の
昇
問
問
坑
と
称
す
る
小
坑
を
掘
進
し

ま
ず
上
部
に
向
っ
て
百
五
十
尺
乃
至
一
一
一
百
尺

こ
こ
に
採
掘
し
た
石
炭
を
沿
際
坑
に
却
す
た
め
の
自
転
車
捲
を
器
付
け
、
こ
の
点
か
ら
左
右
に

こ
れ
に
も
沿
陪
坑
と
間
じ
く
軌
道
を
敷
設
し
、
中
切
上
部
の
石
炭
は
こ
れ
に
よ

沿
層
域
と
平
行
に
中
切
坑
道
と
称
す
る
坑
道
、
を
掘
進
し
、

こ
こ
か
ら
沿
隠
坑
に
卸
し
、
沿
阪
府
坑
中
切
開
の
石
炭
は
横
風
筑
か
ら
採
掘
し
て
沿
照
坑
に
卸
し
、

(盟
J

と
横
風
坑
よ
り
同
時
に
採
炭
が
行
わ
れ
た
。
明
治
二
十
年
頃
に
は
こ
の
方
法
が
よ
り
多
く
行
わ
れ
て
い
た
。

次
に
採
炭
方
式
の
主
眼
を
な
す
、
切
羽
の
設
定
方
式
で
あ
る
が
、

り
自
転
禁
捲
迄
運
ば
れ

か
く
て
中
切

こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
当
時
の

録
中
の
断
片
的
な
記
述
、
関
え
ば
、
「
採
炭
ノ
タ
メ
冠
ヲ
開
設
セ

ν
ハ
十
一
一
一
:
げ
に
。
「
坑
道
上
部
各
採
炭
場
漸
次
歩
ヲ
進
メ
テ
中
切
ニ
接

近
セ
v
v
ヲ
以
テ
・
:
け
に
。
或
い
は
「
冠
ハ
漸
次
採
掘

ν了
ル
ヲ
以
テ
下
部
ノ
炭
柱
ニ
就
テ
諜
炭
セ

νガ
・
:
:
亡
。
と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
捻
定

す
る
に
、
沿
層
坑
上
部
の
横
風
坑
或
い
は
中
切
坑
道
よ
り
上
部
に
向
い
、
炭
隠
閣
の
傾
斜
に
沿
い
、
こ
こ
で
「
冠
」
と
称
し
て
い
る
小
筑
を

採
炭
可
能
の
点
迄
掘
進
し
、
そ
の
掘
進
国
に
於
て
採
炭
し
、
次
に
隣
接
の
冠
と
の
間
に
残
留
せ
る
炭
柱
を
払
い
つ
つ
下
降
す
る
方
式
、
所

謂
炭
校
式
採
成
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
略
々
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
炭
柱
の
大
き
さ
及
び
採
炭
収
率
は
明
ら
か
で
な
い
。
冠
は
各
沿

層
坑
に
つ
ぎ
十
数
街
所
乃
至
数
十
箇
所
設
け
ら
れ
、
例
え
ば
明
治
二
十
年
に
滝
ノ
沢
回
一
番
沿
層
坑
で
は
、
そ
の
延
長
一
一
千
二
百
五
十
尺

余
で
、
五
十
一
笛
所
に
冠
が
開
か
れ
て
い
た
。
前
述
の
如
く
沿
層
坑
の
上
部
三
百
尺
乃
至
五
百
尺
の
炭
同
胞
が
採
掘
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に

よ
り
凡
そ
当
時
の
採
炭
区
画
の
規
模
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

経
済
時
一
一
研
究

九
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腕
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

切
羽
部
よ
り
石
炭
を
採
掘
す
る
に
は
、

ま
ず
透
し
掘
り
と
称
し
て
、
炭
層
の
下
部
を
一
幅
五
寸
深
さ
一
一
一
尺
五
寸
程
掘
り
、
炭
隠
胞
と
下
磐
と

の
関
に
空
隙
を
生
ぜ
し
め
、
次
い
で
炭
層
中
に
佳
八
分
、
深
さ
一
一
一
尺
程
の
発
破
孔
合
穿
ち
、
火
薬
二
十
匁
程
を
こ
め
て
導
火
線
に
点
火
し

A
U

描
J
V

て
発
破
に
よ
り
上
部
の
炭
層
を
破
砕
し
、
炭
塊
を
得
る
方
法
が
行
わ
れ
た
。
採
炭
用
具
に
は
専
ら
鶴
鳴
が
用
い
ら
れ
、
発
破
孔
穿
孔
に
は

径
下
分
、
き
A

二
尺
乃
至
五
一
パ
の
銅
製
八
角
鏡
と
重
量
四
百
匁
乃
歪
五
百
匁
の
手
一
槌
が
用
い
ら
れ
J
m
d

制
多
総
尾
、
劫
刑
制
倒
議
、
九
八
頁
。

朗
自
転
車
捲
と
は
、
谷
間
酬
に
口

1
プ
を
袋
き
、
そ
の
一
端
に
巡
山
双
山
思
念
繋
ぎ
、
昇
田
畑
坑
中
の
執
滋
を
下
降
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
他
端
に
繋
い
だ
祭
の

運
淡
翠
を
引
き
上
げ
る
袋
俊
を
い
う
。

側
多
緩
田
島
、
晴
樹
伺
情
意
官
、
，
九
九

i
一
O
O資
。

側
、
側
、
刑
判
稿
本
「
腕
内
山
反
抗
」
。

川
州
当
時
の
記
録
に
は
「
切
務
」
な
る
用
諮
は
使
わ
れ
ず
、
「
諸
」
な
る
認
が
そ
の
意
味
に
用
ら
れ
て
い
る
。

倫
明
治
二
十
年
の
道
庁
技
師
州
間
信
伊
賀
次
郎
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
務
内
ノ
採
決
法
ハ
門
口
ン
グ
ウ
ォ

l
ル
シ
ス
テ
ム
』
ニ
シ
テ
:
:
・
」
ハ
多
総
庭
、
前

相
情
書
、
九
八
頁
)
と
あ
り
、
臨
時
機
一
式
採
決
法
が
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
が
、
本
文
中
に
遇
措
へ
た
知
〈
、
同
一
採
決
区
磁
内
に
多
数
の
切
羽

が
設
け
ら
れ
た
点
、
或
い
は
切
朝
刊
を
上
部
お
採
決
し
た
後
、
下
部
の
淡
柱
払
を
行
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
条
畷
式
と
は
思
え
な
い
。
前
哉
の
報
告
の

「
口
ン
グ
ウ
オ
ー
ル
シ
ス
チ
ム
」
は
恐
ら
く
用
認
の
殺
り
で
あ
ろ
う
。

州
問
柑
倒
木
「
腕
内
炭
坑
」
。

側
、
鵬
多
総
同
地
、
前
橋
4
4

官、
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j
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(3) 

通
風
・
排
水
・
間
照
明
及
び
支
柱

炭
間
よ
り
多
量
の
可
燃
性
ガ
ス
を
発
生
す
る
炭
坑
で
は
坑
内
通
風
が
緩
め
て
重
要
な
問
題
と
な
る
。
幌
内
に
於
て
も
、
各
坑
道
の
延
長

防
相
当
の
距
離
に
達
し
、

切
羽
も
多
数
開
設
さ
れ
た
の
で
、
通
風
に
つ
い
て
は
多
く
の
考
騒
が
払
わ
れ
た
。

各
沿
隠
坑
に
は
、

そ
れ
と
平
行
に
横
風
坑
が
設
け
ら
れ
た
が
、
横
風
坑
と
沿
層
坑
と
の
間
を
一
二
十
尺
毎
に
小
風
弁
と
称
す
る
小
坑
で
述



東
一
帯
汎
川
智
治
坑
に
つ
い
て
、
「
上
部
横
風
坑
一
一
通
ゼ
ン
ガ
為
、

〈
許
J
V

絡
し
、
一
治
脳
坑
の
通
風
を
図
っ
た
。
ま
た
、
全
採
炭
区
画
で
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
ニ
十
年
十
一
月
、
滝
ノ
沢

切
場
一
元
ヨ
ヲ
昇
η
ノ
風
坑
ヲ
開
掘
ス
」
。
と
あ
り
、
明
ら
か
に
採
炭
区
画
の
議

• 
上
部
に
も
横
風
坑
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
、
こ
れ
と
切
羽
と
よ
な
外
風
坑
で
連
絡
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
Q

ま
た
坑
道
や
切
羽
に
は
上
部
の
山

腹
よ
り
風
井
と
称
す
る
小
誌
を
掘
り
上
げ
、
坑
道
ま
た
は
切
羽
と
迷
絡
し
通
風
を
図
つ
時
。
風
井
は
一
坑
に
つ
き
数
個
が
開
墾
さ
か
、
そ

の
距
離
が
長
く
、
開
撃
の
作
業
自
体
が
通
風
不
良
で
恩
難
な
場
合
に
は
、
「
之
ヲ
一
一
条
ニ
造
リ
一
ハ
本
井
ニ

ν
テ
縦
五
尺
横
四
尺
余
、
一

ハ
副
井
ニ

ν
テ
縦
一
一
一
尺
五
寸
横
四
尺
ん
か
ト

ν両
井
ノ
関
ニ
ム
ハ
尺
ノ
円
以
柱
ヲ
残

ν、
深
サ
一
一
一
十
尺
毎
ニ
横
ニ
通
坑
ヲ
穿
チ
、
随
テ
新
坑
ヲ
開

ケ
パ
髄
テ
旧
坑
ヲ
閉
ヂ
蝦
次
斯
ノ
如
ク
vv
テ
大
気
循
環
ノ
寵
ヲ
設
」
け
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

以
上
は
特
殊
な
坑
道
の
設
定
に
よ
り
通
風
を
図
る
方
法
で
あ
っ
た
が
、
ご
坑
ヲ
採
炭
ス
ル
タ
メ
数
風
弁
ヲ
掘
盤
セ
ヂ
ノ
ル
ヲ
得
ズ
、
真

ニ
策
ノ
得
タ
ル
者
ト
云
ブ
ザ
同
二
ブ
ズ
」
と
替
わ
れ
、
「
風
井
開
墾
ニ
多
費
ヲ
婆
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
天
気
晴
朗
ナ
ラ
ザ
ル
一
節
ハ
可
燃
瓦
斯
爆
発

ノ
危
険
多
ク
為
メ
ニ
屡
々
採
炭
ヲ
妨
ゲ
ラ
ル
、
」
欣
態
で
あ
っ
た
の
で
、
更
に
積
極
的
に
通
風
を
促
進
す
る
方
法
と
し
て
、
明
治
十
八
年

八
月
、
滝
ノ
沢
東
一
番
域
外
に
火
炉
を
設
け
、
坑
道
と
風
坑
で
連
絡
L
、
火
炉
で
石
炭
を
燃
焼
さ
せ
て
坑
内
の
空
気
を
吸
引
す
る
方
法
が

試
み
ら
れ
問
。
更
に
明
治
二
十
二
年
に
五
り
、
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よ
り
根
本
的
な
通
風
法
と
し
て
、
英
国
よ
り
購
入
し
た
ギ
ナ
1
パ
ル
式
扇
風
機
一
基
を
据

付
け
た
。
そ
の
性
能
は
扇
風
機
の
底
径
十
人
択
、
動
力
に
は
二
十
一
馬
力
の
蒸
気
機
関
を
用
い
、

っ
た
Q

一
分
間
の
吸
出
量
は
九
万
立
方
択
で
あ

以
上
の
外
、
局
部
的
通
風
袋
置
と
む
て
、
人
力
に
よ
る
風
車
、
風
管
、

民
間
、
プ
ラ
ッ
チ
一
一
一
年
が
坑
内
各
所
に
使
用
さ
れ
が
ピ

次
に
排
水
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

当
時
幌
内
で
は
、
坑
道
水
準
以
上
の
炭
同
胞
に
つ
い
て
の
み
採
炭
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
一
組
笠
間
刑
に

多
少
の
坑
内
出
水
を
み
た
以
外
は
、
自
然
排
水
の
み
で
充
分
で
、
格
別
の
装
置
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
風
井
等
を
掘
り
下
げ
る

時
、
そ
の
底
部
に
溜
る
水
は
坑
が
重
富
の
場
合
に
は
、
木
掃
を
用
い
人
力
捲
上
げ
器
で
汲
み
出
し
、
斜
坑
の
場
合
に
は
石
油
の
山
市
雄
等
で

経
済
学
研
究

YL 



汲
み
出
し
、
坑
外
迄
選
ぶ
方
法
が
行
わ
れ
た
。

坑
内
の
照
明
に
は
通
風
不
良
の
鋼
所
で
は
「
ク
ラ
ニ

1
」
及
び
コ
ア
ビ

l
」
式
安
全
燈
が
、
通
風
良
好
で
爆
発
の
危
険
の
な
い
個
所
で

は
ブ
リ
キ
製
の
坑
内
ラ
ン
プ
(
カ
ン
テ
ラ
)
が
用
い
ら
れ
た
。
護
用
燃
料
に
は
、
安
全
般
に
は
種
油
が
、
カ
ン
テ
ラ
に
は
鯨
油
が
使
用
さ

れ
問
。坑

道
の
支
柱
は
、
最
も
普
通
に
行
わ
れ
た
の
は
角
留
(
鳥
居
枠
〉
で
、

そ
の
他
、
坊
主
留
、

入
学
形
留
等
が
翌

ω
多
繰
回
用
、
前
川
備
敢
闘
、
九
八
百
見
。

愉
稿
本
「
脱
出
門
炭
坑
」
。

倒
多
総
足
、
前
掲
求
問
、
一

O
O
頁、

物
稿
本
「
腕
内
山
沢
坑
」
。

ゆ
多
繰
回
帰
、
鶴
橋
品
鵬
首
、
一

O
O
頁。

働
問
右
雲
、
一

O
八
賞
。

脚
務
本
「
院
内
茨
城
、

川
淵
「
北
海
道
鉱
床
調
査
報
文
」
九
一
一
良
。
稿
本
「
峡
内
炭
坑
」
。

川
叫
師
州
絵
師
と
は
欽
‘
布
玄
た
は
ゴ
ム
裂
の
管
で
、
議
同
州
不
良
の
錫
所
に
尚
昆
気
を
誘
導
す
る
の
に
用
い
る
O

M

棚
田
剛
樋
と
は
風
管
と
同
様
の
目
的
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
核
で
方
形
に
作
っ
た
も
の
。

例
制
プ
ラ
ッ
チ
ス
(
同
脱
出
と
も
一
一
一
一
一
回
う
〉
と
は
、
板
叉
は
布
で
坑
遂
に
縦
に
つ
け
た
仕
切
り
で
、
空
気
が
そ
の
一
方
よ

0
入
担
、
他
方
か
ら
出
る
よ
弓
に
し

て
、
擁
護
現
場
迄
充
分
に
行
き
渡
る
よ
う
に
す
石
た
め
に
苅
い
る
。

旬
、
総
本
「
腕
町
内
炭
坑
」
。

川
糊
多
緩
尾
、
前
倒
桐
品
鵬
首
、
一

O
ぺ
賞
。

附
仰
向
お
香
、
一

O
九
頁
。

協
同
右
書
、
九
九
変
。

一O
八
真
。
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• 

(4-) 

運
搬
及
び
選
炭

切
羽
よ
り
沿
層
筑
迄
は
運
炭
箱
(
長
さ
一
一
一
尺
、
一
幅
二
尺
、
深
さ
一
尺
)
に
入
れ
、
漏
斗
口
迄
人
力
で
引
き

卸
す
か
、
或
い
は
切
羽
に
自
転
車
捲
を
設
け
、
切
羽
帰
還
炭
率
〈
長
さ
間
尺
八
寸
余
、
一
幅
一
尺
五
寸
余
、
深
さ
二
尺
八
寸
余
〉
に
よ
り
漏

斗
口
迄
卸
し
た
。
ま
た
中
切
上
部
の
掠
炭
の
場
合
に
は
、
予
め
沿
層
坑
か
ら
昇
嵐
山
汎
と
中
切
と
の
交
叉
点
に
自
転
車
捲
を
据
付
け
、
そ
の

採
掘
し
た
石
炭
の
運
搬
は
、

左
右
の
坑
道
に
軌
道
を
設
け
、

切
羽
よ
り
入
力
で
中
切
に
運
ば
れ
た
石
炭
は
、

そ
こ
か
ら
軌
道
で
自
転
車
捲
に
運
ば
れ
、
昇
風
坑
を
自
転

-
本
捲
に
よ
り
沿
層
坑
迄
節
さ
れ
た
。
沿
層
坑
よ
り
坑
外
石
炭
障
に
至
る
関
は
、

ハ

mv

に
二
名
の
人
夫
が
府
き
、
軌
道
上
を
押
し
て
行
く
方
法
が
と
ら
れ
た
。

軌
道
は
軌
間
一
尺
五
寸
で
、
一
鳴
の
重
量
十
二
折
ま
た
は
十
六
析
の
鋼
鉄
製
レ
ー
ル
を
用
い
、
大
坑
道
内
及
び
坑
外
は
複
線
で
、
滝
ノ

沢
及
び
本
沢
の
各
沿
層
坑
内
は
単
線
で
あ
っ
た
。
坑
外
軌
道
の
延
長
は
明
治
二
十
年
十
月
に
は
六
千
六
百
間
十
六
尺
で
、

四
輪
車
ハ
長
さ
問
問
尺
五
寸
、
一
幅
二
尺
五
寸
、
深
さ
一
一
尺
)

四
輪
車
が
自
転

-99-

す
る
よ
う
に
勾
寵
を
つ
け
て
敷
設
さ
れ
、

ま
た
途
中
一
一
簡
明
に
控
六
尺
の
自
転
車
捲
を
設
置
し
、
石
炭
を
積
ん
だ
率
の
下
る
カ
を
利
用
し

て
空
車
を
引
き
上
げ
る
装
置
が
施
さ
れ
て
い
た
。
な
お
四
輪
車
の
牽
引
に
馬
が
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
点
明

ら
か
で
な
い
。

そ
こ
で
「
淘
潟
器
」
(
バ
1
・
ス
ク
リ
1
γ
〉
に
か
け
、
塊
・
粉
炭
に
節
分
け
ら
れ
た
。
「
淘
潟
器
」

門出
v

の
舗
自
は
明
治
二
十
年
六
月
迄
は
三
分
の
も
の
が
、
そ
れ
以
後
は
六
分
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
。
鯖
分
け
ら
れ
た
石
炭
は
貯
炭
場
内
で
選

(
お
ぜ

炭
夫
の
手
選
に
よ
り
磐
石
を
除
去
し
た
。

貯
炭
場
迄
運
搬
さ
れ
た
石
炭
は
、

(5的(53)(紛

多
緩
尾
、
鵡
溺
意
向
、
一
一

O
頁。

周
波
響
、
一

O
一一
E
・E

・--一

O
一品交。

積
水
「
道
庁
時
代
鉱
業
」
ハ
北
海
道
庁
轍
)
。

経
済
学
研
兜

九



隊
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

(おi

多
緩
田
地
、
前
総
書
、

一一一一一頁。

以
上
、
官
官
時
代
の
幌
内
炭
墳
に
於
け
る
技
術
を
み
た
の
で
あ
る
が
、

な
る
規
模
で
導
入
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
路
々
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
に
よ
り
旧
来
の
炭
坑
に
比
し
、
一
次
し
く
高
度
の
技
術
が
大

一
回
マ
静
働
者
及
び
静
働
諸
懐
件

し
か
ら
ば
、
幌
内
炭
坑
の
開
発
に
必
要
な
労
働
力
は
如
何
に
し
て
調
達
さ
れ
、
如
何
な
る
欣
態
に
ゆ
め
っ
た
か
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
み

トーで
h
ノ。

(1) 

労

働

者

数

官
官
当
初
よ
り
明
治
十
七
年
迄
の
幌
内
炭
坑
の
労
働
者
数
は
正
確
に
は
明
ら
か
で
な
い
、
明
治
十
一
一
年
末
の
開
坑
当
時
に
、
岩
内
炭
坑

か
ら
十
名
の
坑
夫
合
移
し
、
更
に
秋
田
県
よ
り
坑
夫
若
干
名
を
募
集
し
、
明
治
十
五
年
に
空
知
祭
治
監
が
設
け
ら
れ
、
幌
内
に
外
役
所
が

畏
か
れ
、
在
監
の
国
人
を
良
民
坑
夫
と
併
用
す
る
こ
と
と
な
っ
市
明
治
十
六
年
の
幌
内
在
住
の
良
民
坑
夫
は
家
族
共
二
百
八
十
一
一
一
名
引
い
、

囚
人
坑
夫
は
周
年
十
一
月
に
約
二
百
五
十
名
が
使
役
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
十
七
年
五
月
に
は
、
良
氏
、
囚
人
の
比
率
は
明
ら
か
で
な
い

わ
れ
る
。

が
、
総
計
約
一
一
一
百
名
の
坑
夫
が
使
役
さ
れ
た

明
治
十
人
年
以
降
の
労
働
者
延
数
は
第
一
一

ま
た
明
治
十
九
年
以
降
の
囚
人
労
働
者
数
は
第
一
一
一
表
の
如
く
で
φ

め
る
。
良
民

円
ノ
ロ
〈

e、

u
，骨U戸
く

w

労
働
者
の
実
数
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
第
二
表
の
良
民
・
囚
人
の
比
率
か
ら
推
定
す
る
に
、
そ
の
数
は
漸
次
減
少
し
た
か
、
或
い
は
少
な

く
と
も
増
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
尤
と
も
当
時
は
冬
期
間
は
石
炭
輸
送
を
休
止
し
た
の
で
採
炭
は
行
わ
れ
ず
、
説
つ

か
な
り
の
変
動
な
示
し
た
と
考
え
ら
れ
、
単
純
な
算
定
は
出
来
な
い
が
、
兎
も
角
、
国
人
労
働
者
の
比
率
は

漸
次
高
く
な
り
、
特
に
採
炭
が
本
格
的
に
進
行
し
た
と
思
わ
れ
る
明
治
二
十
年
以
降
に
は
、
囚
人
が
労
働
者
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
た

て
労
働
者
数
は
季
節
的
に
、

舎
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華経Jt 

数

閑人労働者延数

夫 夫

2，334 

60，851 

64，7'34 

68，276 

入

基蕗

62，648 

108，648 

138，795 

163，935 

者働

坑言f

111，829 

140，544 

69，512 

65，272 

労第 2表

次

明治18年

グ 19グ

グ 20グ

年
結
済
&学

ι 研

究

九

稿本「線内炭坑Jより作成。
「北海道庁事業功程幸監督」の数字によれば明治21年には泉氏 14%，

囚人86%，明治22年には泉氏 18弘囚人82%とたる。上掲の数字

との差異の根拠は明かでない。

-es
つLm

，

グ 21グ

〔備考〕

と

い
得
る
か
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
払
下
げ
誼
後
の
数
字
で
は
あ
る
が
、
明
治
二
十

一
一
五
一
一
一
月
の
一
日
平
均
出
役
労
働
者
数
が
良
民
八
十
一
名
、
囚
人
五
百
十
六
名
ぜ
あ
っ
同

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
労
働
者
は
掘
進
、
採
炭
、
支
柱
、
運
搬
、
選
炭
等
の
作
業
に
従
事
し
た
が
、

各
作
業
別
の
労
働
者
の
配
分
、
編
成
等
の
賦
況
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
採
炭
と
石
炭
連

搬
に
は
囚
人
の
み
が
使
用
さ
れ
、
他
の
作
業
に
は
良
民
及
び
囚
人
が
混
用
さ
れ
て
い
た
。

女
子
労
働
者
は
坑
外
雑
役
及
び
選
炭
に
使
用
さ
れ
た
の
み
で
、
従
っ
て
そ
の
数
は
あ
ま
り

多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

凶人労働者伎役数第3表

明治19年

グ 20グ

グー 21グ

グ 22グ

年次

〔備考) 1. r北海道庁統計審j よp作成。
2.明治23年以後は払下げ後。

良
民
労
働
者
の
援
傭
形
態
は
官
営
時
代
に
つ
い

101 

て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
払
下
げ
註
後
の
明
治

月
に
「
向
沢
民
ノ
使
役
ニ
ハ
坑
夫
世
話
人

ト
称
ス
ル
者
三
名
ア
リ
諸
役
夫
ヲ
其
組
下
ニ
置
キ

名
坑
事
ヲ
請
負
ヒ
役
夫
ヲ
配
置
周
旋
ス
」
。

十

と
し、

わ
れ
て
お
り
、
官
営
時
代
も
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な

間
接
関
経
僚
の
形
態
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

(2) (1) 

柑
欄
本
「
腕
内
炭
砿
」
(
北
海
道
庁
職
)
。

関
宿
議
向
。



腕
府
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

7.K 
野

(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) 

「
北
海
道
姿
唆
L
.
K
一千九百
A
Q

m
問中宿舎、一一一一一一一一真。

「
東
北
紀
行
」
〔
小
樽
市
由
民
域
本
、
第
ご
品
川
、
一
一
一
八
八
頁
所
総
〉
Q

「
北
海
道
鉱
尿
調
査
報
文
」
九
一
頁
。

多
総
見
、
前
組
問
舎
、
一

O
六
真
。
一
一
一
頁
。

同
右
議
、
一
一
一
一
一
頁
。

「
北
海
道
鉱
床
調
変
議
文
」
九
一
一
氏
。

(2) 

賃
金
及
び
労
働
時
期

は
掘
進
、
採
炭
、
支
柱
、
運
搬
に
つ
い
て
は
出
来
高
払
制
で
あ
り
、
坑
内
外
の
雑
役
及
び
選
決
は
日
給
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
良

民
及
び
囚
人
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
年
の
賃
金
は
第
四
表

(
A
〉
(

B

)

(

C

)

の
如
く
で
あ
る
。

次
に
、
国
人
の
賃
金
は
一
囚
課
程
を
単
位
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
良
民
の
そ
れ
と
同
一
の
基
準
に
に
換
算
し
、
そ
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
両
者
の
賃
金
を
比
較
し
て
み
る
と
、
第
五
表

(
A
〉
の
如
く
な
る
。
ま
た
労
働
者
延
数
と
年
間
安
金
総
額
よ
り
一
臼
一
人
当
り
の

平
均
賞
金
を
材
外
出
す
る
と
第
五
表
(

B

)

の
如
く
な
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
囚
人
労
働
者
の
賃
金
の
良
民
の
そ
れ
と
の
差
は
、
作
業
の

-102-

類
に
よ
り
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
ゐ
り

二
十
分
の
一
以
下
の
も
の
か
ら
二
分
の
一
程
度
の
も
の
に
わ
た
り
、
平
均
し
て
四
分
の
一
程
度
で

φ

め
る
。
国
人
の
労
働
時
間
が
後
に
述
べ
る
よ
う
に
良
民
の
そ
れ
よ
り
長
か
っ
た
点
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、

た
と
え
生
活
資
料
の
給
与
な

別
に
受
け
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
著
し
い
低
賃
金
ゼ
あ
っ
た
と

ベ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
向
沢
民
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
年
に
茅
活
炭
坑
で
坑
夫
の
日
給
一
一
一
十
銭
、
春
採
炭
坑
で
は
四
十
銭
で
あ
り
、

こ
れ
に
比

較
す
る
と
幌
内
の
宮
営
時
代
の
一
、
円
以
一
人
当
り
賃
金
は
務
々
低
い
点
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
向
沢
民
の
緩
傭
形
態
が
間
接
雇
傭
で
む
め
っ
た
か

ら
、
坑
夫
世
話
人
に
よ
る
中
間
搾
取
も
当
然
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
Q



呉氏労働者賃金第 4表 (A)

100尺毎 l銭 5康増

妥

100尺毎 2銭増

100尺毎 1銭増

100尺毎 3M童橋

滋 100尺鋒 7康増

1000尺毎 4康増

50尺毎 2銭 5康増

100尺毎 4銭増

100Jミ毎ラ銭帯

グ

8時間休30分

12時間体30分

グ

グ

グ

摘

80.0 

45.0 

22.0 

23.0 

20.0 

12.0 

11.0 

3.0 

12.0 

9.0 

12.0 

15.0 

130.0 

180.0 

210.0 

312.0 

5ラ.0

65.0 

110.0 

50.0 

60.0 

80.0 

15.0 

18.0 

28.0 

3.5 

3.7 

9.3 

50.0 

45.0 

30.0 

28.0 

25.0 

23.0 

16.0 

43.0 

28.0 

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

1 窓

10::IL方尺

グ

l 屯

グ

l 人

グ

グ

グ

グ

グ

グ

tt 

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

グ

1. 車旦

グ

グ

E担

グ

グ

グ

l 本

i 主立

グ

グ

グ

1 尺

グ

グ

グ

グ

グ

>>0 

毛先送犬角留 9x7のカセ以上

坑慈犬角留 9X6 グ

冠大角務 6X4 グ

抗議中角留 5x5 グ

滋中角溜 5X3 グ

抗選4、角留 5xラのカセ以下

冠小角潔 5X3 グ

坊 主潔

入学形留

石炭切窓遊据付

片務切窓滋扱付

雨懇切建華道務付

抗選石掘 5x5のカセ以上

坑道石拠 6X6 グ

抜道石掲 6X7 グ

坑道石搬 9X7

坑道石;y，掘 5X5

抗選石炭扱 6X6

抗議石炭綴 6X7

風説小風弁石掘 3X3

風坑小成井石拠 4X3

風坑小脇弁石縮予X3

鼠坑小風井石炭掘 3X3

風坑小風弁石炭綴 4X3

E乱骨i、風弁石炭扱 5x3

税l:Il寧数

磁背賞揚げ

税理署揚げ

上決質上代

中茨グ

坑内大工l:Il商

坑夫前面

境内l:Il mi 

涜タト男出面

坑タト女出蕗

坑タト大工街頭

~人夫

手重業ー11主
絞
済
学
研
究

九
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第 4a1ま (B) 凶 徒 賃 会

作 業 穏 !JIJ I!N科事主 t潟 主E

良筑鶴犬 魚 留 1.1最註 3.60 100尺毎41!重増

"中 角 f認 1.3グ 3.00 グ 2 グ
の

角 潔 2.0グ 2.00 グ グ p営詰ι， 

坊 主 潔 7.0本 0.55 グ 5毛主曾 と

大入学形滋 I.HJl 3.26 グ 2Ii震構
そ
の

中入学形潔 1.7グ 2.27 グ 11翠F毛増 主人

小入学形留 2.3 IJ 1.68 グ 1 Ii量増
ーげド

大角留切線 2.3グ 1.68 

中角潔切級 3.3グ 1.18 水野

小角潔切組 7.0グi 0.55 

犬入学形留切組 5.5グ 0.69 

中入学形留切組 5.5グ 0.69 

小入学形留切組 7.0グ 0.55 

矢 板 控ト 14.0本 0.30 

慈 5設木切組 5.5級 0.69 

石炭切車道振付 2.1グ 1.83 

片磐切憲議J居付・ 1.3グ 3.00 

商事幸切車道据付 1.0グ 3.90 

初tIfl車数 7.0率 0.55 1000尺苦手 F毛増

石炭主主穂陸機ノ沢下部 2.0屯 2.00 11 l康増

石造是主主搬若草ノ沢上部 1.6グ 2.42 グ グ

石炭運搬本沢 2.6グ 1.48 グ グ

石炭運搬犬坑道 5.6グ 0.69 グ グ

坑内タ!、Iflifjj 16.4人 0.39 

坑道石掘 6x6のカセ 0.2尺 19.50 

坑道石炭掘 6x6のカセ 0.8グ 4.90 

風坑小風井石炭掘 4x4のカセ 1.5グ 2.62 

風坑'J、風井石炭扱 2x2のカセ 2.0グ 2.00 

坑3震被111尺数 6x6のカセ 2.5グ 1.58 
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第 4署長(C) 閃'後採淡賃金

経
済
学
研
究
九

茨 手重 摘より側慈の欄 ! l屯賃金 1m科程

(銭) (屯)

塊 主た 100尺以下 3.90 1.0 

f/ 100尺以上 4.34 0.9 

グ 200尺以上 4.89 0.8 

グ 300尺以上 5.58 0.7 

グ 400尺以上 6.52 0.6 

f/ 500尺以上 7.80 0.5 

ル上 !/9.l- 主交 1.60 2.5 

[備考J(A) (B) (C)とも「北海道鉱山略記Jによ F作成。

第 5表 良氏・囚IiE賃金比較

CA)作業別賞金比絞

作業滋別 E詳 位
良氏賃金 凶入愛会

(銭) (銭)

戎 道石 強 6x6のカセ i尺 180.00 97.50 

坑 i盤石炭掘 グ 65.00 6.12 

石炭i;)J車道据付 総 9.00 0.87 

者寄 自i 率 数 耳主 3.うO 0.08 

大 角 留 長江 80.00 3.27 

角 潔 グ 12.00 1.00 

〔備考J r北海遊鉱山田書記」によ p作成。

(B) 一人-B2f'均賃金比絞

坑夫(;
入夫{:

氏

徒

氏

後

9.1 

31.6 

10.7 

6

5

9

 

6

6

ゑ

η
，b 

2
J
n
u
n
Y
 

7

i

q

J

r

フ

nJゐ

〔倣考〕 続本「線内炭坑」により作成。
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鵠
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

は
坑
内
八
時
間
、
坑
外
十
二
時
間
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

次
に
労
働
時
間
で
あ
る
が
、
前
掲
第
四
表
(

A

)

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
良
民
労
働
者
の
う
ち
坑
内
外
の
雑
役
、
大
工

そ
れ
以
外
の
出
来
高
払
の
諸
作
業
に
は
、
別
段
の
規
定
は
な
い
が
、
の
労
働
時
間

恐
ら
く
雑

役
等
と
間
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
?
四
人
労
働
者
の
労
働
時
間
は
良
民
の
そ
れ
よ
り
長
か
っ
た
よ
う
で
、
坑
内
で
十
時
間
以
上
に
及

れ
る
。

ん
だ
と

間同 (10)

多
繰
回
路
、
前
拐
殺
官
、
一
一
一
九
頁
Q

同
右
察
、
一
一
一
一
八
京
。

「
様
戸
監
獄
史
詩
」
。

(3) 

労
働
環
境
及
び

一
般
に
炭
坑
で
の
労
働
が
多
く
の
危
険
を
伴
う
こ
と
は
、
現
在
で
も
石
炭
鉱
業
の
災
害
率
の
板
め
て
高
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

-106-

る
が
、
明
治
初
期
の
炭
坑
で
は
保
安
設
備
に
対
す
る
考
惑
は
一
鍛
に
、
現
在
よ
り
は
る
か
に
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ

る
。
特
に
、
当
時
の
幌
内
炭
坑
で
は
労
働
者
の
大
部
分
が
国
人
で
応
り
、
如
何
に
危
険
な
作
業
で
も
、
彼
ら
を
強
制
的
に
充
当
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
「
彼
等
ハ
悶
ヨ
リ
暴
民
ノ
悪
徒
ナ
レ
パ
、
其
苦
役
ニ
壌
へ
ズ
、
艶
死
ス
ル
モ
、
尋
常
ノ
工
夫
ガ
、

妻
子
ヲ

ν日
プ
符
ヲ

山
野
ニ
潔
ム
ル
ノ
惨
挟
ト
異
ナ
リ
、

又
:
:
:
若

ν之
ニ
犠
ヘ
ズ
奨
レ
死
ジ
テ
、
其
人
員
ヲ
減
少
ス
ル
ハ
、
監
獄
費
支
出
ノ
闘

ル
、
今
日
ニ
於
テ
、
高
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
政
略
ナ
リ
」
。
と
言
わ
れ
た
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
労
働
環
境
の
劣
悪
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。

幌
内
の
炭
質
は
可
燃
性
ガ
ス
を
多
量
に
発
生
す
る
も
の
で
φ

め
っ
た
か
ら
、
採
炭
が
進
み
坑
道
が
探
く
な
る
に
つ
れ
、
通
気
不
良
の
た
め

ヲ
必
ロ
グ

作
業
が
顕
難
を
緩
め
る
こ
と
が
屡
々
で
あ
っ
た
。
特
に
坑
内
外
の
気
混
差
の
少
く
な
る

い
場
合
に
は
「
瓦
斯
ノ
為
メ
坑
夫
等
身
タ
ク
ハ
肱
書
会
今
一
就
ク
能
A
U
ざ
る
蹴
態
に
主
主
或
い
は
ま
た
「
安
全
般
ヲ
用
ヰ
テ
杭
業
ス
ル

モ
猶
爆
発
ノ
虞
ア
ル
ヲ
以
テ
己
ム
ヲ
得
ズ
暗
中
採
翠
」
ず
る
場
合
す
ら
あ
っ
た
。
通
関
開
設
備
と
し
て
は
、

MW述
の
如
く
、
多
く
の
施
設
が

秋
に
は
、
自
然
通
風
が
行
わ
れ
難
く
、
甚
し



な
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十

に
一
扇
風
機
が
儀
之
ら
れ
る
迄
は
、
概
ね
自
然
通
風
を
補
助
す
る
程
度
の
消
極
的
な
方
法
で
、
そ
の
劾
巣
も

限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ガ
ス
検
知
の
ぎ
は
も
極
め
て
原
始
的
な
万
一
向
に
よ
る
以
外
な
か
っ
た
か
ら
、
爆
発
の
事
故
を
起
し
た
こ
と
も
騒

々
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
治
二
十
一
年
度
に
は
、
大
坑
道
東
二
得
坑
で
「
爆
発
二
回
坑
夫
負
傷
ス
ル
モ
ノ
前
後
四
伊
。

「
五
月
横
風
坑
ニ
於
テ
安
全
燈
ヨ
リ
爆
発

vv
囚
徒
一
名
重
傷
ヲ
負
ヒ
坑
市
内
処
々
破
損
ヲ
弘
均
」
。

向
西
二
番
坑
で

ニ
於
テ
瓦
斯
爆
発
二
回
、

同
東
一
一
一
番
坑
で
は
「
七
月
:
:
:
漏
斗
口

初
ハ
一
一
一
名
ノ
軽
傷
ナ
リ

νガ
次
回
ハ
共
勢
大
ニ
リ
V

テ
自
転
車
ヲ
破
損

ν坑
夫
一
名
囚
徒
十
一
名
負
傷
セ
円
」
。

凶人労働者作業上死傷者数

務

154 

4 

予

7 

54 

3 

21 I 272 

立31 ' 493 

19 ! 

2 

0

0

9

J

q

J
ゐ

。，h

つん

6 

4 

38 

12 

22 

7 

2 

つ
J 

73 i 

傷!授、者

l死者

傷!ゑ者

i死者
{怠辛苦
{努(
i死者

運搬苦手放列、傷i怠毛主
i死者
f怠者

来産業及稜込事故タトf努{
l死者

1怠者
i死者

第 6袋

火

タト

タト

ス

理き

>>， 

カ苧

ま喜

経
済
w

吟
研
究

九

140 

24 
言十会

13 

「帝国議会堂克明材料集、治監浴室事調」による。

425.7 9，369 

8，201 

3，624 

第 7表

〔備考〕

20 

76 379.1 

121.8 

21 

22 83 

〔備考〕 「母国議会説明材料集治盟主治率調J及び日討を1・
2設庁統計書Jより作成。

同
西
一
一
一
番
坑
で
は

月

四
日
午
前
十
時
瓦
斯
爆
発

三ス
名
負其
傷力
者強
十大

名 ν
ナテ
ヮき ~[J
h 死
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以
上
を
含
め
明
治
十
七
年
よ

り
間
二
十
一
年
迄
に
一

O
回

る21の
o~ 爆

発
カミ

記

録
さ

れ

て
い

ま
た
爆
発
に
去
ら
な
く

と

も

そ
の
危
険
乃
至
は
通

気
不
良
の
た
め
、
作
業
肘
雑

ま
た
は
休
氏
に
去
っ
た
こ
と

は
屡
々
で
あ
り
、
同
じ
期
間

に
一
一
一
十
四
件
が
記
録
さ
れ
て



いハ
るち

腕
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

ガ
ス
の
抱
険
、
と
共
に
坑
内
労
働
に
は
落
磐
、
崩
落
等
の
災
害
や
炭
率
運
搬
に
際
し
て
の
多
く
の
危
険
を
伴
な
う
も
の
で
あ
り
、
院
内
で

の
災
市
誘
発
生
件
数
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
第
六
に
示
す
囚
人
労
働
者
の
作
業
上
の
死
傷
者
数
か
ら
、
そ
の
大
体
の
扶

の
当
時
の
こ
の

況
は
知
り
得
ょ
う
。

に
当
時
、
幌
内
の
労
働
者
の
主
婆
部
分
を
占
め
て
い
た
空
知
禁
治
監
の
囚
人
の
罷
忠
及
び
死
亡
の
朕
況
を
み
る
と
第
七
表
の
如
く
で

あ
る
。
明
治
二
十
年
の
躍
忠
者
及
び
死
亡
者
数
が
異
常
に
多
い
の
は
、
間
年
夏
「
麻
刺
利
亜
性
熱
病
大
三
流
行

ν其
勢
拐
獄
臥
床
者
数
百

名
ノ
多
キ
ニ
歪
」

そ
れ
以
外
の
年
も
擢
患
者
数
は
常
に
在
監
者
数
の
数
倍
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
在
監
者

に
対
す
る
死
亡
者
の
比
率
も
、
明
治
二
十
年
を
除
い
て
も
、
一
一
・
八

i
四・

O
%
で
、
極
め
て
高
い
。

役
せ
し
め
ら
れ
た
囚
人
労
働
者
の
労
働
環
境
の
劣
悪
さ
お
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
児
。

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
状
況
も
当
時
、
幌
内
に
就

制
金
子
緊
太
郎
「
北
海
滋
一
一
一
県
謎
腕
復
命
書
」
(
抑
制
捜
北
海
道
史
、
第
六
容
所
牧
)
。
こ
の
意
見
は
道
路
開
撃
に
使
役
さ
れ
る
肉
入
に
ワ
い
て
述
べ
た
も

の
で
あ
る
が
、
同
一
様
に
淡
坊
に
使
役
さ
れ
た
別
人
に
も
安
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

側
、
回
稿
本
「
峡
内
炭
坑
」
。

制
腕
内
家
伎
の
古
老
の
談
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
採
淡
に
先
史
っ
て
肉
人
一
名
に
際
に
削
酬
を
ワ
け
て
境
内
へ
先
行
さ
せ
、
も
し
ガ
ス
の
た
め
卒
倒
し
た
揚

ん
口
に
は
危
険
と
見
な
し
て
作
業
を
休
止
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
級
端
な
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
ガ
ス
検
知
は
恐
ら
く
坑
夫
の
慈
に
抑
制
る
以
外
に
方
法
が
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

師
、
州
側
、
閥
、
閥
、
刷
、
働
鶴
本
「
院
内
茨
城
L
Q

綿
織
本
「
道
庁
時
代
鉱
業
」
。

例
制
腕
内
決
坑
の
間
入
の
労
働
楽
怖
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
問
中
修
「
資
本
主
義
総
支
湖
北
海
道
に
h

引
け
る
労
働
形
態
」
ハ
北
海
学
問
大
学
「
経
済
論
税
制
」

第
一
一
一
号
〉
参
照
。

労
働
者
及
び
労
働
諸
条
件
に
つ
い
て
は
以
上
の
如
く
で
あ
J
G
が

こ
の
際
、
特
に
詰
問
さ
れ
る
こ
と
は
、
多
数
の
囚
人
が
投
入
や
さ
れ
て

-108-



い
た
こ
と
で
あ
る
。

官
営
事
業
に
囚
人
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
暁
内
の
み
な
ら
ず
、
周
知
の
如
く
高
島
炭
坑
、

山
、
北
海
道
の
道
路
開
撃
事
業
等
、

て、

池
炭
坑
、
中
小
坂
鉱

し
か
も
ど
ん
な
劣

こ
の
頃
に
各
所
で
み
ら
れ
る
が

一
般
に
自
由
な
労
働
力
の
創
出
の
来
、
だ
不
充
分
な
当
時
に
あ
っ

な
労
働
諸
条
件
の
下
で
も
充
当
し
得
る
、
最
も
調
達
容
易
な
労
働
力
と
し

て
、
国
家
権
力
に
よ
り
強
制
約
に
投
入
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
点
、
幌
内
炭
坑
の
宮
営
の
本
質
を
示
す
も
の
と
し

こ
れ
ら
国
人
労
働
者
は
・
安
価
で
、

て

に
注
目
さ
れ
る
。

況状

屯当 pヨ主主査費

第 8事長採決

採決高 i 採擬言者資

長)

経
済
母
研
究 守

3.99 

5.76 

4.68 

4.ヲ7

4.87 

1.64 

o.労

守

14.520.980 

99，772.783 

148，514.117 

179，065.004 

249，044.882 

103，045.992 

88，907.188 

838.630 

3，676.760 

17，301.250 

31，648.030 

36，016.000 

51，083.760 

62，692.800 

塊茨 60，203.900
粉炭 29，389.810

塊決別，251.827
粉炭 36，437.399

16 

7

8

9

 

1

i

I

 
20 

21 

九

0.86 75，466.712 22 

問
、
経
欝
の
諸
戒
態

ま
ず
採
炭
の
朕
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
開
坑
後
、
明
治
十
四
年
に
沌
ノ

「北海道鉱床調変議文jにより作成。

沢
、
本
沢
の
沿
層
坑
が
開
か
れ
る
迄
は

専
ら
大
坑
道
の
掘
進
の
み
行
わ

-109-

れ
、
従
っ
て
山
山
炭
は
な
く

そ
れ
以
降
漸
次
採
炭
の
進
行
を
み
た
が
、
明

治
二
十
年
迄
は
久
、
、
期
は
積
雪
で
鉄
道
輸
送
が
関
難
な
た
め
採
炭
は
行
わ
れ

ず
、
翌
年
度
の
採
炭
準
備
の
た
め
の
沿
謄
坑
掘
進
の
み
行
わ
れ
、
明
治
ニ

に
至
っ
て
、
始
め
て
年
間
を
通
じ
て
採
炭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

十
一っ
た
。
明
治
十
四
年
よ
り
間
二
で
二
年
迄
の
石
炭
産
出
高
、
採
掘
諸
費
、

市
当
り
生
産
費
は
第
八
表
の
如
く
で
、
産
出
高
は
年
々
増
加
し
、
採
炭
の

進
展
を
反
映
し
て
い
る
が
、
探
掘
諸
費
は
明
治
十
九
年
迄
が
、

そ
れ
以
後

〔備考〕

に
比
し
て
極
め
て
多
額
で
あ
り
、
市
当
り
に
し
て
、

二
十
年
以
後
の
一
一
一
乃

五
四
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
採
掘
諸
費
の
内
容
が
全
く
不



幌
内
炭
坑
の
宮
営
と
そ
の
払
下
げ

水
野

明
な
の
で
、
断
定
は
出
来
な
い
が
、
明
治
十
九
年
迄
は
坑
道
の
掘
進
、
坑
内
の
捻
備
、
軌
道
の
敷
設
等
、
む
し
ろ
採
炭
準
備
の
た
め
の
作
業

に
主
力
が
出
が
れ
、
本
格
的
な
採
炭
に
入
っ
た
の
は
明
治
二
十
年
乃
至
二
十
一
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

二
十
年
以
降
、

る
。
石
炭
産
出
荷
が
年
々
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
坑
道
(
大
坑
道
及
び
沿
岡
山
坑
〉
の
掘
進
距
離
は
第
九
表
の
如
く
、
明
治

そ
れ
程
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
、
更
に
明
治
二
十
一
年
に
至
っ
て
始
め
て
年
間
を
通
じ
て
採
炭
が
行
わ
れ
た

こ
と
、
或
い
は
第
十
表
に
み
る
如
く
、
労
働
者
一
人
一
日
当
り
の
平
均
出
炭
高
が
明
治
二
十
年
に
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら

さと坑道掘慈距離

会坑滋搬進距離

3，918.35 

9，722.74 

5，388.10 

? 

5，607.00 

6，"188.10 

6，330.80 

3，769.80 

第 9表

21 

22皇品

18 

19 

20 

17 

〔備考)r綴本腕内炭坑Jtこより作1&;0

〔備考)r北海道鉱床調査事長文」及び
「麟内炭坑Jによ p作成。

か
ら
前
述
の
如
く
言
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
販
売
の
肢
況
で
あ
る
が
、
採
お

さ
れ
た
石
炭
は
大
部
分
鉄
道
で
小
川
将
に

-110ー

第10署長 労働者一人一日
さ当担出炭お

I lrl-frl. 1__-<>_ _. '" M 1 全労働者 ! 
[年次|坑夫一人当り| 一人当~ I 
;恒，一世)一一丸一|
I 18 I 0.22 0.20 

0.22 0.16 

送
ら
れ
販
売
さ
れ
た
。
最
初
は
三
井
物

の怪

売会
開社
き小
に樽
当及
つひ

た A 函
カ~~ ~官
支

!現 Ji日
治が
二 lH:
¥-ら
年そ

四
月
に
そ
れ
迄
炭
砿
鉄
道
事
務
所
長
を

以
後
、
村
悶
に
よ
り
そ
の
販
売
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
販
売
数
量
及
び
販
売
額
を
み
る
と
第
十
一
表
の
如
く
で
、
採
炭
の
進
展
と
共
に

し
て
い
た
村
田
堤
が
退
官
し
て
、
幌
内
炭
の
一
手
販
売
機
を
与
え
ら
れ
、

々
増
加
し
て
い
る
Y
ま
た
開
表
に
示
さ
れ
る
屯

こ
れ
は
全
国
的
に
炭
価
の
下
落
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

当
り
平
均
価
格
は
明
治
ニ
十
年
に
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
が
、

ud
な
お
明
治
十
七
年
の
一
一
五
物
産
に
よ
る
売
掛
価
格
は
…
閉
館
で
一
主
ハ
円
五
十
一
鋭
、
小
樽
で
は
一

O
屯
未
満
が
屯
六
円
、

百
屯
米
満
が
屯
五
円
八
十
銭
で
あ
っ
た
。
ま
た
明
治
二
十
年
の
山
元
価
格
は
塊
炭
屯
一
円
一
二
十
五
銭
、
粉
炭
屯

一O
屯
以
上

二
銭
で
、
小
樽
迄
の



況

1.57 
0.36 22 

ハ
q
J

遥
震
は
屯
山
口
り
塊
円
以
入
十
一
一
鋭
、
粉
炭
五
十
入
銭
問
題
で
あ
り
、
村
田
現
に
よ

4.98 

4.48 

4.15 

1.54 

1.39 
0.32 

主主 る
五売
厘捌
で価
あ格
つは

た5明
。治

よ

り

-r 

の
平
均
、
塊
炭
屯
二
円
九
十

状

6，574.919 

75，997.743 

157，572.393 

161 ，661.868 

211，767.319 

96，899.365 

73，252.895 
9，405.712 

81，927.772 
13，016.627 

nl:海道鉱床調査報交」により 作成。

次
に
そ
の
販
路
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
最
初
は
小
樽
へ
入
港
す
る
汽
船
の
燃

料
に
供
給
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
函
館
、
横
浜
等
国
内
各
地
に
送
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
汽
船
の
燃
料
と
し
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
明

治
十
七
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
大
弓
山
間
安
者
に
は
一
一
一
菱
会
社
、
共
同
運
輸
会
社

等
の
海
運
会
社
が
あ
り
、
ま
た
明
治
二
十
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
東
京
地
方
の
鉄

道
の
機
関
車
用
と
し
て
、
或
い
は
又
、
王
子
製
紙
所
等
に
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
明
治
十
八
年
に
当
時
炭
砿
鉄
道
事
務
所
副
長
で
あ
っ
た
村
凶
堤
の
意
見

に
よ
り
海
外
輸
出
を
試
み
ら
れ
、
上
海
、
芝
四
小
、
香
港
、
ヲ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
等
に
数
回
試
売
を
行
っ
た
。
翌
十
九
年
三
月
、
村
田
が
事

t土ま

7G 阪第11署長

3，676.760 

17，301.2ラ0

31，684.020 

36，106.000 

51，083.760 

62，692.800 

塊炎 52，439.606
粉炭 29，389.801

塊茨弘044.420
粉炭 35刀 0.294

〔備考〕

務
所
長
に
な
る
と
、
一
史
に
海
外
輸
出
を
増
大
せ
し
め
る
べ
く
、
幾
中
将
別
炭
坑
を

16 

17 

18 

19 

20 

21 

一
O
万
屯
を
予
定
し
て
、
海
外
販
路
の
開
拓
に
努
力
し
、
香
港
の
外
国
商
社
と
二

同
年
八
月
、
道
庁
の
方
針
が
変
更
さ
れ
、
採
円
以
の
増
加
が
不
可
能
と
な
り
、
幾
春
別
の
開
坑
も
休
止

た
め
に
さ
き
の
契
約
も
徹
回
の
己
む
な
き
に
至
っ
た
Q

こ
の
た
め
村
悶
は
翠
年
退
宮
し
、
前
述
の
如
く
幌
内
炭
の
三
γ
販
売
機
を

得
、
同
年
四
月
以
後
待
に
よ
り
海
外
へ
の
輸
出
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
主
た
る
輸
出
先
は
上
海
、
香
港
で
、
明
治
二
十
一
年

開
坑
し
、
幌
内
の
採
炭
計
画
を
改
め
、
一
掬
炭
坑
で

万
屯
売
込
の
契
約
も
成
立
し
た
が
、

さ
れ
、

に
於
け
る
輸
・
移
出
の
吠
況
は
第
十
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

経
済
学
研
究
f
九



幌
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
。
け

腕内決移出輸出状況(明治20lf. 5-12月)

仕 i勾 先
屯 格

綾 浜 16，598 43，984.70 

語申 戸 1，950 ラ，u70.00

犠 釜 1，300 3，354.00 

液 f工 津 2，200 5，676.00 

i!i5i 鈴 5，854 15，ラ13.10

上 海 5，050 13，130.00 

香 港 5，680 14，768.00 
水
野

稿*r.道庁時代鉱業」により作成。〔備考〕

官営時代艇内決坑t霊祭政支

15 14，520.980 6，574.919 一7，946.061
16 99，772.783 75，997.743 -23，775.040 

17 148，514，117 157，572.393 十 9，058.276

18 179，065.004 161尉 1.868 -17，403.136 

19 249，044.882 211，767.319 -37，277.563 

20 103，045.992 96，899.365 - 6，146.627 

21 88，907.188 82，658.607 - 6，286.581 

22 75，466.712 94，944.399 十19，477.687

次
に
官
営
時
代
の
幌
内
炭
坑
の
営

業
収
支
は
第
十
一
二
表
の
如
く
な
り
、

r::/I:i'総ii鉱床調交報文」により作成。

明
治
十
七
年
及
び
一
一
十
二
年
の
両
年

第12表

第13表

を
除
き
、
い
ず
れ
も
損
と
な
り
、
こ
の

限
り
で
は
幌
内
炭
坑
の
官
営
は
成
功

と
は
言
い
難
く
、

そ
の
理
由
と
し
て

は
、
さ
き
の
ラ
イ
マ
ン
の
指
摘
に
も

あ
っ
た
官
業
の
通
弊
た
・
る
非
能
率

性
、
或
い
は
旧
来
に
比
し

あ
ま
り
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に
も
高
度
な
技
術
の
移
植
に
伴
な
う

困
難
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
も

〔備考〕

円

μ
市

U

内

k

、。

矢
、
才
た
し

し
か
し
、
前
述
の
如
く

採
炭
の
本
格
的
な
進
行
は
明
治
二
十

年
乃
五
二
十
一
年
以
降
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
採
炭
準
備
の
た
め
の
諸
作
業
に
多
く
の
費
用
を
要
し
た
も
の
ら
し
く
、
従
っ
て
こ
の
収

支
を
躍
ち
に
通
常
の
営
業
収
支
の
如
く
考
え
る
こ
と
は
、

い
さ
さ
か
問
題
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、

こ
の
採
掘
諸
費
の
内
容
が
全
く
不
明
な

の
で
、
如
何
と
も
言
え
な
い
が
、
幌
内
炭
坑
の
開
発
が
旧
来
に
比
し
、
大
な
る
規
模
と
著
し
く
高
度
の
技
術
の
導
入
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
開
坑
後
数
年
に
わ
た
っ
て
損
失
を
続
け
た
こ
と
で
、
官
営
な
る
が
故
の
失
敗
と
評
価
す
る
こ
と
は
出
来
な

ぃ
。
こ
れ
ら
の
損
失
は
、

か
か
る
大
規
模
な
近
代
的
炭
坑
経
営
の
創
出
に
当
つ
て
は
、

あ
る
程
度
己
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、

こ
の
よ



う
な
犠
牲

l
iそ
れ
は
民
間
資
本
蓄
積
の
不
充
分
な
当
待
で
は
、
政
府
の
み
よ
く
耐
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
!
ー
を
払
う
こ
と
に
よ
り
、

明
治
二
十
年
以
降
漸
く
一
一
憾
の
近
代
的
炭
坑
経
営
と
し
て
の
確
立
を
み
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ω、
開
「
北
海
道
鉱
床
調
査
報
文
」
九
O
真。

同
「
北
海
道
要
覧
」
五
六
六
百
見
ο

仙
北
淡
「
五
拾
年
由
民
L

一一一一頁。

間
山
元
締
柊
の
下
溶
終
若
し
く
は
な
い
が
、
明
治
十
九
年
の
石
炭
の
市
場
錨
柊
は
東
京
で
は
屯
五
円
、

一
一
十
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
四
四
十
一
一
一
銭
、
同
円
八
十
一
一
一
銭
に
下
っ
た
〈
帝
国
統
計
年
鍛
に
よ
る
)
。

同
開
「
北
海
道
要
覧
」
五
六
六
来
。

M
W

多
緩
田
畑
、
前
掲
察
、
一
一
問
問
頁
。

樹
総
本
「
鶴
内
山
双
山
払
下
価
品
物
計
算
謙
一
尚
」
(
北
海
学
問
大
学
図
誉
総
識
V
Q

仙
川
橋
本
「
線
内
山
次
第
」
。

神
「
北
海
道
姿
覧
」
五
六
七
支
Q

M
W

橋
本
「
選
庁
時
代
鉱
業
、

棚
附
稿
本
「
線
内
炭
坑
」
。

側
同
「
北
海
道
炭
鉱
汽
徽
株
式
会
社
五
給
年
由
民
第
一
次
稿
本
」
。

一
胸
像
で
は
六
円
一
一
一
十
一
一
一
銭
で
あ
日
た
も
の
が
、

-113-

五
、
犠
内
表
坑
の
梯
下
げ

周
知
の
如
く
、
明
治
十
一
一
一
年
十
一
月
の
「
工
場
払
下
概
期
い
の
発
表
以
後
、
明
治
政
府
に
よ
る
官
営
工
場
鉱
山
は
漸
次
民
間
に
払
下
げ

ら
れ
た
が
、
幌
内
炭
坑
も
明
治
二
十
二
年
に
去
っ
て
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
北
海
道
炭
砿
鉄
道
会
社
に
払
下
げ
ら
れ
た
。
最
後
に
、

と
の

経
過
に
つ
い
て
み
よ
う
。

経
済
学
研
究

ゴL



幌
内
炭
坑
の
官
円
高
と
そ
の
払
下
げ

水
野

幌
内
円
以
坑
の
払
下
げ
に
中
心
的
役
割
を
淡
じ
た
の
は
、
開
拓
使
以
来
の
官
吏
で
、
道
庁
設
削
除
後
そ
の
政
事
官
と
な
っ
た
堀
基
で
、
彼
は

在
官
時
代
よ
り
現
内
炭
坑
及
び
鉄
道
の
民
営
に
つ
い
て
駿
案
を
も
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
偶
々
、
北
海
道
庁
長
官
の
吏
迭
に
伴
な

い
、
明
治
二
十
一
年
辞
職
し
た
の
を
機
会
に
、
か
ね
て
か
ら
の
計
踊
を
実
行
に
移
す
べ
く
、
長
官
、
氷
山
式
四
郎
、
道
庁
第
二
部
長
湯
地
定

甘
枯
ら
と
協
議
し
、
新
た
に
会
社
を
設
立
し
、
幌
内
炭
坑
及
び
鉄
道
の
払
下
げ
を
受
け
る
準
備
を
始
め
た
。

他
方
、
明
治
二
十
年
以
降
、
幌
内
炭
の
一
手
販
売
を
行
っ
た
村
回
堤
は
其
の
後
、
当
時
北
海
道
内
で
金
属
鉱
山
を
経
営
し
て
い
た
問
中

銀
行
頭
取
問
中
平
八
ら
と
提
携
し
、
小
樽
に
北
有
社
を
設
立
し
、
幌
内
炭
の
販
売
の
外
に
明
治
二
十
一
年
よ
り
幌
内
鉄
道
の
十
五
カ
年
間

運
輸
請
負
、
未
完
成
の
ま
ま
中
止
さ
れ
て
い
た
幌
内
太
よ
り
幾
春
別
に
至
る
幾
春
別
鉄
道
の
補
工
の
認
可
を
得
、
同
時
に
明
治
十
九
年
官

業
と
し
て
関
坑
さ
れ
間
も
な
く
・
中
止
さ
れ
た
幾
春
別
炭
坑
の
経
営
に
着
手
し
た
Q

と
こ
ろ
が
そ
の
事
業
経
営
に
つ
い
て
、
村
田
堤
と
問
中

平
八
ら
の
間
に
意
見
の
対
立
が
あ
り
、
堀
基
は
こ
の
問
中
て
派
と
提
携
し
て
北
右
社
の
鉄
道
及
び
構
内
炭
の
一
手
販
売
権
を
一
応
道
庁
に

返
還
さ
せ
た
上
、
幌
内
炭
坑
と
併
せ
て
払
受
け
よ
う
と
す
る
計
画
を
持
う
に
至
っ
た
Q
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か
く
て
一
応
の
計
画
が
成
る
と
、
明
治
二
十
二
年
臨
月
、

示
し
て
政
府
の
意
向
を
打
診
し
、

堀
基
は
開
拓
佼
時
代
よ
り
関
係
深
い
当
時
の
首
相
諮
問
清
陵
に
そ
の
計
画
を

そ
の
積
極
的
な
協
力
の
確
約
を
得
、
雨
時
に
各
大
一
位
を
竪
約
し
て
払
下
げ
工
作
を
一
九
川
、
吏
に
新
会
社

に
対
す
る
皐
定
及
。
ひ
手
渡
の
投
資
!
な
期
待
し
て
、
公
爵
一
一
一
条
実
美
、
子
爵
藤
波
4
1

口
忠
ら
を
通
じ
て
宮
内
省
方
面
に
も
運
動
し
た
ポ
ま
た
北

海
道
の
官
業
払
下
げ
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
四
年
の
所
謂
北
海
道
官
有
物
払
下
げ
事
件
の
前
例
が
あ
る
の
で
、
場
基
ら
は
輿
論
の
動
向
な

相
当
符
戒
し
た
ら
し
く
、
予
め
時
事
新
報
社
の
福
沢
諭
吉
を
説
得
し
て
協
力
を
求
め
、
そ
の
同
意
を
得
た
。

か
く
て
会
社
設
立
の
大
体
の
見
通
し
を
得
た
の
で
、
堀
基
は
日
本
鉄
道
会
社
々
長
奈
良
原
繁
、
日
本
郵
船
会
社
副
社
長
吉
川
泰
二
郎
ら

と
共
に
発
起
人
の
人
選
を
行
い
、
堀
、
奈
良
原
、
古
川
に
加
え
て
侯
爵
徳
川
義
礼
、
第
一
国
立
銀
行
頭
取
渋
沢
栄
一
、
日
本
郵
船
会
社
々

長
森
同
月
純
、
同
社
支
配
人
関
田
実
徳
、
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
原
六
郎
、
横
浜
の
衰
弱
高
島
嘉
右
衛
門
、
日
本
鉄
道
会
社
副
社
長
小
野
義



葉
、
問
中
銀
行
頭
取
問
中
平
入
、
北
有
社
役
員
下
村
山
ぬ
欽
、
同
北
村
英
一
郎
ら
十
三
名
が
発
起
人
と
な
り
、
明
治
二
十
二
年
七
月
よ
り
数

回
に
わ
た
り
発
起
人
会
を
開
き
、
創
立
規
約
、
定
款
及
び
創
立
後
当
面
の
事
業
に
つ
き
協
議
し
た
結
果
、
社
名
を
北
海
道
炭
砿
鉄
道
会
社

と
し
、
資
本
金
は
六
百
五
十
万
円
、
こ
れ
を
鉄
道
五
百
万
円
、
炭
坑
百
五
十
万
円
と
区
分
し
、
株
式
募
集
に
よ
り
調
達
す
る
こ
と
、
当
面

の
事
業
と
し
て
は
幌
内
炭
坑
及
び
幌
内
・
幾
春
別
鉄
道
の
払
下
げ
を
受
け
、
幾
琴
別
炭
坑
を
北
有
社
よ
り
譲
受
け
、
そ
れ
ら
の
経
営
を
行

う
こ
と
、
室
蘭
よ
り
空
知
太
に
至
る
鉄
道
の
敷
設
、
空
知
、
夕
張
両
炭
坑
の
開
坑
及
び
碍
炭
坑
へ
の
鉄
道
支
線
の
数
設
を
一
行
う
こ
と
等
を

決
b
h
u
、
間
年
八
月
、
会
社
創
立
及
び
鉄
道
設
数
、
幌
内
炭
坑
及
び
幌
内
・
幾
春
別
鉄
道
の
払
下
げ
の
請
願
を
政
府
に
提
出
し
ハ
問
。
ま
た

北
有
社
に
対
し
て
は
、
商
社
々
長
村
図
堤
と
協
議
の
結
果
、
営
業
権
譲
受
其
の
他
示
談
金
一
二
十
万
円
、
北
有
社
の
支
出
し
た
鉄
道
及
び
開
高

物
件
改
良
費
二
十
四
万
千
八
百
八
十
七
円
、
幾
泰
別
炭
坑
及
び
附
麗
物
件
代
八
万
八
千
百
十
一
一
一
円
余
}
北
有
社
に
交
付
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
幌
内
・
幾
春
別
鉄
道
の
運
輸
請
負
及
び
境
内
炭
一
手
販
売
機
の
遮
上
と
幾
春
別
炭
坑
の
譲
渡
た
な
す
こ
と
に
協
定
が
成
立
じ
た
。

そ
の
う
ち
一
二
万
二
千
五
百
株
は
発
超
人
が
引
受
け
、
更
に
、

-[[5-

資
本
金
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
六
百
十
万
円
を
十
一
一
一
万
株
に
分
ち
、

主要激主(明治22&f.*) 第14袋

#
d
品
d

〔備考〕

2，000 

グ

グ

グ

「北海道炭砿汽般株式

会社主王拾年史第一次稿

本」 による。

持主数

(株)

1，300 

1，250 

[，200 

1，000 
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2，500 
グ

』ア

" 

グ

グ
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グ

" 
グ

グ
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" 
グ

グ

グ

グ
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経
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腕
内
炭
抗
の
官
営
と
そ
の
払
で
け

71< 
野

に
一
一
一
条
、
藤
波
ら
を
通
じ
て
の
工
作
が
成
功
し
て

一
万
株
は
皇
室
が
引
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
残
株
に
や
い
て
公
募
を
行
っ
た
が
、
申

込
高
は
総
他
件
数
の
一
一
一
倍
に
達
し
た
の
で
、
申
込
慣
に
遇
減
を
一
行
い
、
そ
の
割
当
を
終
っ
た
。
創
立
当
時
の
主
要
株
主
は
第
十
四
表
の
如
く

で
、
株
主
に
は
華
族
が
相
当
お
り
、
総
株
式
の
六
分
の
一
以
上
が
華
族
の
持
株
で
ら
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
点
は
皇
室
の
投
資
と
共
に
特

に
詰
問
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

れ
るカミ
こく
とて
と明
な治
つ二
たぎ十。-
f年
十

月
Fこ
五
り

さ
き
の
請
願
は
す
べ
て
閣
議
を
通
過
し
、
こ
こ
に
幌
内
炭
坑
及
び
鉄
道
は
同
社
に
払
下
げ
ら

こ
れ
よ
り
さ
さ
明
治
二
十
二
年
二
月
頃
、
村
田
堤
外
一
名
が
代
価
一
一
一
十
万
円
で
払
下
げ
を
願
出
た

が
、
道
庁
は
払
下
げ
標
準
価
格
を
五
十
八
万
一
千
二
百
五
十
円
と
し
、
そ
の
外
に
小
樽
川
被
間
関
の
公
道
変
更
費
五
万
円
納
付
、
発
起
人
五

名
以
上
の
会
社
設
立
を
条
件
と
し
た
の
で
、
村
沼
ら
は
こ
れ
ら
の
条
件
に
従
い
、
再
び
払
下
げ
を
出
願
し
た
が
、

た
Q

そ
れ
に
も
拘
ら
、
す
、

な
お
、
鉄
道
の
み
に
つ
い
て
は

つ
い
に
不
許
可
と
な
っ

こ
れ
と
同
じ
年
に
、
後
に
み
る
よ
う
に
、

よ
り
低
い
価
格
で
北
海
道
成
拡
鉄
道
会
社
に
払
下
げ
ら
れ
た
こ
と

は
、
ル
ル
有
社
内
部
で
の
村
田
一
一
派
と
田
中
一
一
派
の
対
立
、
並
び
に
回
市
?
と
提
携
し
て
、
会
社
創
立
の
中
心
と
な
っ
た
堀
基
と
政
府
要
路
者

の
藩
閥
的
関
係
を
考
え
併
せ
、
へ
在
日
に
値
い
す
る
。

払
下
げ
価
格
は
炭
坑
所
属
物
件
十
万
四
千
三
百
六
十
八
円
、
鉄
道
及
び
附
属
物
件
二
十
四
万
七
千
九
百
五
十
円
計
一
一
一
十
五
万
二
千
三
百

十
八
円
、
内
六
万
四
千
五
百
十
九
月
は
三
カ
月
以
内
に
納
付
、
残
金
は
十
カ
年
賦
と
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
払
下
げ
価
格
は
炭
坑
、
鉄
道
共

に
明
治
二
十
年
以
降
の
営
業
収
支
と
、
払
下
げ
後
の
改
良
に
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
、
明
治
二
十
二
年
度
の
利
益
金
を
炭
坑
一
万
四
百
三

十
六
円
、
鉄
道
二
万
四
千
七
百
九
十
五
円
と
算
定
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
年
利
一
一
割
の
元
金
を
算
出
し
た
も
の
で
、
一
応
合
理
的
な
決

定
の
よ
う
で
あ
る
が
、
政
府
が
こ
の
炭
坑
、
鉄
道
の
開
発
'
建
設
に
投
じ
た
費
用
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
を
は
る
か
に
下
廻
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
鉄
道
の
払
下
げ
価
格
と
前
述
の
北
有
社
へ
支
払
う
べ
き
補
足
工

を
加
え
て
も
、
百
十
八
万
九
千
入

-116-



百
三
十
七
円
で
、
鉄
道
の
延
長
六
十
二
哩
で
あ
っ
た
か
ら
、
理
当
り
七
千
九
百
円
で
、
当
時
新
規
建
設
費
の
十
分
の
一
に
し
か
相
当
し
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

更
に
鉄
道
部
資
本
金
に
つ
い
て
は
、
室
蘭
、
空
知
太
閤
及
び
空
知
、
夕
張
両
支
線
の
新
設
路
線
の
完
成
迄
は
年
五
朱
の
割
合
で
利
子
を

補
給
し
、
運
輸
開
始
後
入
年
間
は
、
純
益
一
カ
年
五
朱
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
不
足
額
を
補
給
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
あ
り
、

明
治
二
十
六
年
迄
に
百
六
万
円
余
が
実
際
に
補
給
さ
れ
た
。
吏
に
鉄
道
及
び
そ
の
附
属
地
は
国
税
免
除
と
さ
れ
、
利
子
補
給
が
行
わ
れ
る

間
は
社
長
は
官
選
と
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
外
、
政
府
の
払
下
げ
命
令
書
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幌
内
炭
坑
の
労
働
者

と
し
て
、
引
続
き
囚
人
の
使
役
が
認
め
ら
れ
、
道
庁
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
新
設
鉄
道
路
線
の
測
量
密
が
無
償
で
交
付
さ
れ
、
測
量
費
の
大

橋
な
節
約
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
払
下
げ
の
諸
条
件
は
新
設
の
会
社
に
と
っ
て
緩
め
て
有
利
な
の
で
、
同
社
の
経
蛍
に
確
実
な

利
潤
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
如
く
株
式
の
募
集
が
極
め
て
頗
調
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
当
然
と
首
肯
さ
れ
る
。

か
く
て
明
治
二
十
一
一
年
十
二
月
十
円
幌
内
の
炭
坑
、
幌
内
・
幾
春
期
鉄
道
及
び
そ
の
所
購
物
件
の
交
付
完
了
し
、
そ
の
宮
営
に
終
止

同
時
に
新
設
の
北
海
道
炭
砿
鉄
道
会
社
は
小
樽
の
旧
北
有
社
を
本
社
と
し
て
即
日
営
業
を
開
始
す
る
に
五
つ
問
。
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符
を
打
ち
、

(9) (8) (7) (6) (5) (4)， (3) (2) (1) 

磯
野
怯
日
回
総
「
販
薬
骨
判
長
業
計
爾
-
一
関
ス
ル
北
海
道
拓
議
史
料
」
一
一
一
一
一
一
頁
。
一
一
一
五
真
。

隠
布
書
、
一
一
一
一
一
一
頁
。

飼
右
4
A
品川一一一六
i
一一マセ頁。

同
宥
書
、
問
。
頁
Q

t

闘
方
芳
、
一
一
一
七
!
一
一
一
八
頁
。

伺
布
市
湾
、
間
一
真
。

北
淡
「
五
拾
年
・
見
」
一
八
官
民
。

関
宿
舎
、
…
八
i
一
九
真
。

同
右
書
、
一
一
一
一
i
i
一一五頁。
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鶴
内
政
抗
の
官
設
と
そ
の
払
下
げ

水
野

湖
周
布
議
、
一
一
γ
百

Joe-コ
六
頁
Q

藤
野
、
議
掲
芳
、
間
関

i
間
五
頁
。

尚
北
淡
「
一
点
拾
年
史
」
一
一
一
一
良
。

間
北
淡
「
五
拾
年
市
民
第
一
次
橋
本
」
Q

削
州
北
淡
「
五
拾
年
由
民
」
一
一
回
頁
。

制
第
一
一
間
同
様
閣
議
会
に
於
け
る
議
長
竹
弁
総
良
、
河
野
広
中
、
問
中
正
遜
ら
の
質
問
に
よ
る
。

蹄
縮
問
甘
部
は
間
開
拓
使
時
代
、
長
官
議
院
の
下
に
勢
威
を
張
っ
た
援
問
営
僚

-ma
の
有
力
者
で
、
北
淡
創
立
当
時
吋
の
道
庁
長
官
永
山
武
問
郎
、
第
一
一
部
長
湯
地

定
基
ら
も
ま
た
同
郷
で
あ
り
、
緑
に
永
山
は
努
て
掘
の
部
下
だ
っ
た
こ
と
が
あ

p
、
た
め
に
痢
に
は
旗
が
上
ら
ず
、
北
淡
創
立
に
関
す
る
命
令
議
も
自

ら
奴
の
凸
阿
部
安
一
等
ね
て
手
渡
し
た
と
昔
日
わ
れ
る
。
奥
山
亮
者
「
新
考
北
海
道
奥
」
一
六
七

i
一
六
八
頁
。

僻
「
北
海
道
庁
第
四
回
勧
業
俸
制
抑
」
一
一
一
一
頁
。

間
稿
本
「
腕
内
山
双
山
払
下
級
柊
計
算
竣
潟
、

掛
臨
時
野
、
品
別
扱
雪
、
四
五
頁
。

側
「
北
海
道
庁
第
四
間
勧
業
年
報
」
一
一

O
八官民。

側
稿
本
「
北
海
道
炭
砿
鉄
道
略
記
」
(
北
海
滋
庁
嬬
)
。

/
附
「
北
海
退
庁
第
附
図
勧
業
年
報
」
一
一

O
八
i
一一

O
九一良。

ゆ
隊
野
、
前
務
会
、
四
官
民
五
。

側
北
淡
、
輸
削
咽
偶
数
肉
、
一
一
二
一
真
。
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以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
幌
内
炭
坑
の
払
下
げ
は
藩
閥
官
僚
及
び
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
所
謂
政
商
た
ち
の
緊

g

密
な
連
繋
の
下
に
立
案
実
行
さ
れ
、
彼
ら
に
と
り
極
め
て
有
利
な
条
件
の
下
に
行
わ
れ
、
更
に
後
に
去
っ
て
も
な
お
、
多
く
の
手
厚
い
保

が
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
れ
は
緩
め
て
有
利
な
事
業
合
彼
ら
に
提
供
す
る
と
共
に
、
皇
室
、
問
封
建
領
主
ら
の
賀
幣
耽

を
科
潤
の
保
証
さ
れ
た
産
業
資
本
に
転
化
す
る
結
果
と
も
な
ゆ
た
の
で
あ
る
。



び

ゐ

衛

兵

，

根
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ
の
過
程
に
つ
い
て
は
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
で
略
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。

す
る
と
き
、
我
々
は
そ
こ
に
明
治
政
府
に
よ
り
強
力
に
推
進
さ
れ
た
近
代
的
産
業
の
移
植
育
成
政
策
の
具
体
的
な
進
展
の
姿
を
明
ら
か
に

結

こ
の
過
程
を
通
観

者
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

資
本
主
義
の
急
速
な
確
立
を
緊
急
の
課
題
と
し
た
明
治
政
府
は
、
そ
の
近
代
的
産
業
移
植
育
成
政
策
の
一
環
と
し
て
、
公
僚
に
よ
り
調

達
し
た
議
大
な
資
本
を
投
じ
、
近
代
的
採
炭
技
術
を
導
入
し
、
多
量
の
労
働
力
を
強
制
的
に
投
入
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
近
代
的
炭
坑
経
営

e

-

を
み
ず
か
ら
の
乎
に
よ
り
創
出
し
た
の
で
あ
.
る
。
そ
の
一
応
の
完
成
の
時
に
至
っ
て
行
わ
れ
た
払
下
げ
は
官
営
自
体
に
は
終
止
符
を
打
つ
一

も
の
の
、
そ
れ
は
決
し
て
保
護
育
成
政
策
の
廃
棄
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
払
下
げ
は
、
政
府
が
多
大
の
資
本
と
努
力
を
傾
け
て
創
山

出
し
た
近
代
的
炭
坑
、
鉄
道
を
著
し
い
燦
仰
で
所
謂
政
溜
た
ち
に
え
る
と
共
に
、
皇
室
、
田
封
建
領
主
ら
の
費
幣
就
産
を
産
業
資
本
に
一

転
化
せ
し
め
、

し
か
も
払
下
げ
の
後
迄
も
多
く
の
保
護
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
利
潤
を
保
証
し
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
過
程
の

う
ち
に
保
護
育
成
政
策
の
新
た
な
方
向
が
明
ら
か
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
幌
内
炭
坑
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ
の
全
過
程
は
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
過
程
の
日
本
資
本
主
義
に
於
て
と
る
特
殊
的
具
体

的
形
態
の
一
局
面
に
外
な
ら
な
い
。

経
済
学
研
究

九



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071030121408
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     431
     342
    
     None
     Down
     14.1732
     14.1732
            
                
         Both
         27
         AllDoc
         29
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     35
     34
     35
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



